
620 

清
代
漸
東
宗
族
の
組
織
形
成
に
お
け
る
宗
洞
演
劇
の

機
能
に
つ
い
て

田

市
甲

，，n
a
'
 

成

序

問

題

の

所

在

中
園
の
経
済
的
先
進
地
域
で
あ
る
江
南
(
江
蘇
・

掘削江

・
安
徽
〉
で
は
明
中
期
以
降
、

演
劇
が
村
落
や
市
場
地
だ
け
で
な
く
、
各
宗
族
の
宗
洞
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で
も
祖
先
を
杷
る
た
め
に
上
演
さ
れ
る
と
い
う
事
象
が
現
わ
れ
て
く
る
。
本
来
、
儒
躍
を
本
則
と
す
る
組
先
祭
把
に
、
日
頃
、
宗
族
が
俗
躍
と

し
て
軽
視
し
て
い
る
「
演
劇
」
を
用
い
る
こ
と
は
俸
統
的
宗
族
観
念
か
ら
み
て
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、

事
質
、
江
南
以
外
で
は
こ
の
よ
う
な
事

例
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
し
か
る
に
江
南
地
域
で
は
少
く
と
も
明
末
以
降
、
こ
う
し
た
事
態
が
普
遍
的
に
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
自
艦
、

江
南
地
主
宗
族
が
、
他
の
地
域
の
地
主
宗
族
と
異
な
っ
た
社
命
国
的
、
経
済
的
責
韓
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
徴
表
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か

〈

1
)

ら
ば
、
そ
の
特
徴
と
は
何
か
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
、
筆
者
は
過
去
、
若
干
の
論
考
を
試
み
て
き
た
が
、
今
回
は
特
に
江
南
宗
族
の
組
織
形
成
を

反
映
す
る
「
輩
行
字
」
の
分
化
統
合
の
過
程
に
着
目
し
、
こ
れ
と
宗
族
演
劇
と
の
関
連
に

つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

さ
て
、
周
知
の
ご
と
く
、
輩
行
字
と
は
宗
族
の
各
世
代
ご
と
に
命
名
さ
れ
た
世
代
表
示
の
た
め
の
「
記
抗
文
字
」
を
指
す
。
同
族
成
員
の
開

で
世
代
の
傘
卑
を
互
に
識
別
し
易
く
す
る
目
的
で
創
始
さ
れ
た
も
の
で
、
記
憶
の
便
の
た
め
、

四
世
代
或
は
五
世
代
ご
と
に
四
字
句
或
は
五
字

句
の
成
句
又
は
詩
句
を
配
首
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
〈
稀
に
七
世
代
ご
と
に
七
字
句
を
配
す
る
こ
と
も
あ
る
)
。

例
え
ば
、
漸
江

・
粛
山
陳
氏
の
場
合
、



始
祖
か
ら
七
十
二
世
ま
で
の
各
世
代
に
四
世
代
ご
と
に
ま
と
ま

っ
た
成
句
に
よ

っ
て
、
次
の
よ
う
な
「
輩
行
字
」
が
配
嘗
さ
れ
て
い
る。

輩干字丁
世 態 世 輩 世

字輩行
世
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世|

!衣
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編 69 卒 53 朝 37 盆 21 

: I 一
放 70 定 54 主.... 乞. 38 策 22 陽

ト一一一
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一 一
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胤 60 明 44 祭 28 孫 12 
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ハ聾宮
天 62 気 46 允 30 功 14 

錫 63 再 47 廉 31 縫 15 

一
禎 64 精 48 迫 32 徳 16 
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か
っ
各
字
の
後
に
同
世
代
人
の
生
年
月
日
順
の
番
践
を
附
し
て
元
一

・
元
二
の
ご
と
く
示
せ

ば
、
同
族
内
に
お
け
る
各
人
の
隼
卑
長
幼
の
閥
係
が
明
確
に
表
現
で
き
る
。
特
に
族
員
の
数
が
多
い
大
宗
族
で
は
、
こ
の
整
理
方
式
が
世
代
聞

の
錯
綜
を
防
ぐ
上
で
有
数
で
あ
り
、
族
譜
の
編
纂
の
上
に
も
役
立
つ
こ
と
が
多
い
。

四
字
句
を
連
ね
て
い
る
の
で
記
憶
し
易
く
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
輩
行
字
は
一
世
代
に
一
字
を
配
し
つ
つ
、
縦
に
一
系
列
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
或
る
世
代
で
成
員
の
移
住
な
ど
に
よ
り

分
涯
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
世
代
か
ら
以
下
に
本
涯
と
は
別
の
輩
行
字
系
列
が
表
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
通
常
、
輩
行
字
設
定
後
、
数
世
代
の

聞
に
移
住
な
ど
に
よ
り
分
汲
が
生
ず
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
各
宗
族
に
お
い
て
分
涯
分
校
が
あ
る
限
り
、

複
数
の
輩
行
字
系
列
が
弁
存
す
る
の

が
む
し
ろ
普
通
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
輩
行
字
の
系
列
分
岐
が
少
な
い
ほ
ど
、
本
汲
を
中
心
に
ま
と
ま
っ
た
宗
族
で
あ
り
、

輩
行
字
系
列
の

621 
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分
岐
の
多
い
ほ
ど
、
分
涯
の
激
し
い
分
裂
披
散
し
た
宗
族
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
関
係
を
明
清
聞
の
漸
東
宗
族
に
つ
い
て
考
察
し
た
上
田

(
2〉

信
氏
は
、

次
の
よ
う
な
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
。

①
南
宋
J
元
代
に
分
校
し
居
住
地
を
異
に
し
た
同
族
集
固
は
移
住
が
豚
内
に
止
ま
る
場
合
で
も
輩
行
字
を
分
裂
さ
せ
る
。

②
明
代
に
お
い
て
鯨
を
範
園
と
す
る
分
化
を
し
た
同
族
集
圏
は
輩
行
字
の
統
一
を
維
持
す
る
場
合
が
多
い
。

③
明
末
清
初
に
従
来
、
分
裂
し
て
い
た
同
族
分
振
の
聞
に
同
宗
で
あ
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
宗
族
関
係
を
再
制
ま
た
は
擬
制
し、

「
同
族

い
ず
れ
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
が
、

合
同
」
を
結
成
す
る
動
き
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
分
源
相
互
に
分
立
し
て
い
た
輩
行
字
系
列
が
統
一
さ
れ
る
方
向
に
動
く
。

特
に
③
の
動
向
に
関
連
し
て
宗
族
の
演
劇
機
能
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

概
し
て
言
え

ば
、
宋
元
以
来
、
早
く
か
ら
輩
行
字
を
分
裂
さ
せ
て
き
た
沿
革
の
古
い
同
族
分
涯
は
、
右
の
③
の
「
同
族
合
同
」
に
よ

っ
て
輩
行
字
を
統
一
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
祭
杷
演
劇
に
よ
っ
て
分
汲
を
統
合
す
る
努
力
が
績
け
ら
れ
た
の
ち
、
そ
の
開
結
と
し
て
輩
行

一
に
先
行
し
て
組
織
さ
れ
、

分
振
の
統
合
へ
の
基
底
を
一
培
養
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

こ
の
貼
を
若
干
の
事
例
を
通
し
て
考
察
す

- 34ー

字
の
統

一
に
向
か
う
と
い
う
経
過
を
た
ど
る
こ
と
が
多
い
。

つ
ま
り
宗
族
分
振
を
統
合
す
る
機
能
を
捲
っ
て
い
る
宗
族
の
演
劇
は
輩
行
字
の
統

る
。
事
例
と
し
て
は
、
宋
元
以
来
、
新
東

・
粛
山
田
紳
の
附
郭
の
地
に
郵
接
し
て
居
を
占
め
る
西
河
皐
氏

・
史
村
曹
氏

・
長
河
来
氏

・
唐
里
陳
氏

ま
た
考
察
に
嘗
た
っ
て
は
、

輩
行
字
の
分
裂
と
統
合
の
過
程
が
簡
単
な
も
の
か
ら
複
雑
な

の
四
つ
の
有
力
宗
族
を
と
り
上
げ
る
(
地
図
参
照
)
。

も
の
に
及
ぶ
よ
う
に
行
論
を
展
開
す
る
。

西
河
皐
氏
の
輩
行
字
編
成
と
宗
洞
演
劇

新
山
鯨
城
の
西
に
西
河
の
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
南
宋
末
に
山
陰
豚
か
ら
移
住
し
て
定
着
し
た
皐
氏

一
族
が
住
む
(
地
図
〉
。
こ
の
一
族
は
、
西

河
汲
(
本
波
)
、
西
単
荘
源
、
後
漢
波
、
車
堰
涯
の
四
涯
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
濁
立
の
輩
行
字
系
列
を
も
つ
が
、
各
汲
内
で
の
分
枝
は
明
清
を

通
じ
て
比
較
的
少
な
い
。
今
『
西
河
皐
氏
家
譜
』

(
民
園
十
一
年
序
刊
〉
に
よ
り
、

第
一

世
以
来
の
輩
行
字
の
分
化
統
合
の
過
程
を
一示
す
と
、

第
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第

車堰 後 源西 西
渓 思 戸I

i辰 i辰 荘 源

表

西
河

グ グ 11 // 11 手刀 1/ 11 // 1/ /1 // 1/ /1 11 // 1/ 誌

1/ 1/ 1/ // //室 /1 // // // /1 // /1 // 11 1/ //始

ググ /1 /1 /1 権 1/ /1 // // // // //ググググ用

ググググか輿 // // // // /1 // // /1 1/ // //理

( 箪

1 元末 氏輩

2 ;..:.， 行

3 ~ 字
4 初明 表

グググググ賢 // /1 // /1 

」ノ

// // グググググ輿 5 
グググ ググ 惟 グ江 // /1 グ グ グ グ グ グ グ↑亙 6 

ググググ グ 薙 グ准 // // M ググググ正 {需 7 

グググググ剤 グ宗 1/ // ググググ M グ有 宗 8 

ググググか魁 元 園 H 長 グ H ググググ倫元 9 

仲徳貞利亨冗に旦 グ官 // // 11 // / / グ曾亨
f、

10清
、』ノ

1/ 1/ // // //仁 "菜 1/ 来 1/ // // /1 // //寝台 11 

// 1/ /1 // 1/ 専 グ雄 グ静 徳雲振隆市畠永鮮仕 12 

良 昌 良グ茂昌 グ俊 か瑞 悪漢穎盛 j禄盛康才 13 

グググググ聴 グ 美 聴 昭 能純標鮮祭 f孝安依

// /1 1/ // //奪「互 グ亮 智恭芳宏華茂富成

/1 /1 // // /1 宅 // 1i亘 // // // // // // // // / / 議

14 

15 草期
16 、J

1/ 1/ // /1 //警、 ν 道 /1 // /1 /1 // // // 1/ //奪 17 

1/ 1/ 1/ 1/ 1/ ち か義 // // // // /1 1/ 1/ // 1/ 寄金

ググ グ ググ 瑞

届
1/ // 11 // 1/ // /1 /1 //泰

// 1/ 11 // //後 // 1/ // // /1 // // /1 //翠

// // /1 // // 警乙 // // /1 // // /1 // // // // // もも

18 

19 

20 e 
21 民園

、、J

グググググ坤 // 1/ // 1/ // 1/ /1 1/ I! // /1 怠 22 

1/ 1/ // 1/ 1/ ~蚤 I! // // // I! 1/ I! 1/ 11 I! I! ~ 23 

1/ 1/ // I! // a. //υ  // // 1/ // 1/ 1/ 1/ // //数 24 

グ グ // //グ離 1/ // 1/ // // // // 1/ // // //港 25 

1/ 11 1/ // 1/ な // // // 1/ 1/ /1 /1 /1 // // // 治 26 

1/ 1/ // // //生 /1 // // // グググググググ煙|

ググ ググ H 巽 // // /1 11 1/ 1/ // /1 // / / 在 1

27 

28 

// // 1/ // // // /1 1/ I! // 11 1/ 1/ // // // // 包 29 

// /1 // 11 // /1 // // 1/ // 1/ 1/ // // // // // 古美 30 

// // // // // // /1 // // // // // // // // 1/ /1 惇 31 

// // 11 1/ // // // // 1/ // // // // 1/ /1 // // 後 32 

// // // // // // // // // // 。ρ M ググ グ グ培 33 
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一
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
判
る
よ
う
に
、
南
宋
定
着
の
時
貼
で
は
本
涯
系
と
皐
堰
涯
の
二
系
列
の
輩
行
字
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
が
、

明
代
に
入
っ
て
第

6
世
か
ら
若
干
、
分
裂
が
生
じ
、
特
に
明
末
第
9
世
以
降
、
清
中
葉
の
第
日
世
ま
で
の
聞
に
か
な
り
の
分
化
を
起
こ
す
。
中
で
も
西
河
本
涯
の

分
裂
は
著
し
く
、
第
H
・
日
世
の
段
階
に
は
、
全
般
で
十
三
系
列
に
分
裂
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
第
回
世
以
降
は
再
び
統

一
さ
れ
、
分

裂
の
激
し
か
っ
た
西
河
波
、
西
畢
荘
涯
は
一
本
化
さ
れ
、
後
援
源
、
車
堰
涯
も
そ
れ
ぞ
れ
一
系
列
に
牧
放
す
る
。
し
か
し
、
西
河
波
系
、
後
援

四
世
遁
俸
の
起
貼
に
差
が
あ
る
た
め
、
急
に
は
歩
調
が
揃
わ
ず
、
結
局
、
後
援
波

・
草
堰
涯
が
第

m
J
m世
に
過
渡

涯
、
車
堰
涯
の
聞
に
は
、

的
な
調
整
輩
行
字
を
介
在
さ
せ
、
そ
の
後、

五
世
を
経
て
第
mm
世
以
降
(
民
園
期
)
、
漸
ゃ
く

一
本
化
す
る
形
に
し
て
い
る
。
全
艦
と
し
て
み
る

と
、
明
末
か
ら
清
代
中
期
ま
で
の
分
裂
を
克
服
す
る
の
に
十
世
代
を
要
し
て
お
り
、

清
代
中
期
の
第
日
・
回
世

(
乾
隆
1

嘉
慶
)
に
統
合
の
動
き

が
始
ま
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
日

・
回
世
の
統
合
の
動
き
に
や
L
先
行
し
て
、
こ
の
宗
族
で
は
宗
洞
内
で
の
演
劇
が
組
織
さ
れ
て
い
る
黙
に
注
意
し
た

い
。
即
ち
、
第
日
世
、
永
護
(
乾
隆
十
九
年
生
れ
)
が
定
め
た
「
家
廟
祭
儀
」
(
向
上
家
譜
各
二
ハ
)
は
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。

あ
た

戯
を
演
ず
る
に
、
凡
そ
「
洞
年
L

に
値
れ
る
者
は
、
九
月
中
旬
に
於
い
て
、
上
等
の
名
班
を
捧
び
、
老
墳
舎
と
合
同
し
、

重
夜
、
雨
蓋

を
合
わ
せ
演
ず
。
そ
の
費
は
「
洞
年
L

に
値
れ
る
者
に
涯
し
て
六
分
を
出
さ
し
め
、
老
墳
舎
に
汲
し
て
四
分
を
出
さ
し
む
。
:
・
そ
の
戯
蓋

- 37ー

の
上
に
は
、
新
掠
の
灯
龍

一
割
、
泊
燈
四
蓋
を
用
う
。

演
劇
は
宗
洞
に
架
設
さ
れ
た
戯
蓋
で
演
ぜ
ら
れ
た
ら
し
く
、
嘉
慶
十
八
年
の
〈
家
廟
掴
修
銭
敷
〉

(
向
上
家
譜
巻

二
ハ
)
に
は
、
家
廟
改
修
の

一
費
目
と
し
て
「
戯
蓋
を
修
整
す
る
に
、
銭
を
計
る
こ
と
八
千
六
百
二
十
文
な
り
」
と
あ
る
。
乾
隆
中
期
か
ら
嘉
慶
末
期
ま
で
は
、
第
U
J日

世
の
時
代
に
嘗
た
り
、

丁
度
、
輩
行
字
統
一
の
動
ぎ
が
で
て
き
た
頃
で
あ
る
。
右
の
宗
洞
演
劇
の
規
約
化
は
、

こ
の
頃
の
分
波
統
一
へ
の
努
力

625 

の
一
環
と
し
て
、
宗
族
指
導
層
の
聞
で
協
議
推
進
さ
れ
、
各
涯
の
連
繋
を
強
化
す
る
役
割
を
措
い
な
が
ら
、
結
果
的
に
そ
の
後
、
数
世
代
を
経

て
輩
行
字
の
統
一
を
賞
現
す
る
地
な
ら
し
の
作
用
を
果
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
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史
村
薗
田
氏
の
輩
行
字
編
成
と
宗
洞
演
劇

次
に
、
右
の
西
河
翠
氏
の
東
に
郊
接
し
、
菊
山
鯨
城
の
西
端
に
居
を
占
め
る
史
村
曹
氏
の
場
合
を
見
る
(
地
図
)。

こ
の
一

一族
は
、
北
直
隷
員

定
府
軍
護
服
脚
を
故
地
と
し
、
北
宋
の
初
め
、

山
陰
懸
に
入
り
、
そ
の
後
二
代
を
経
た
粛
山
第
l
世
租
、
丞

(
字
原
傑
〉

の
代
に
粛
山
鯨
桃
源
に
定

着
し
た
と
傍
え
る
。
以
来
、
清
末
・
民
園
初
期
ま
で
三
十
世
、
そ
の
輩
行
字
は
前
述
の
皐
氏
に
比
べ
て
や
L
複
雑
で
あ
る
が
、

甚
だ
し
い
分
岐

は
起
き
ず
、
明
末
清
初
に
や
L
分
化
搬
散
し
た
も
の
の
、
や
は
り
清
中
葉
以
降
、
統
合
に
向
っ
て
枚
数
し
て
い
る
。
今
、

『
史
村
曹
氏
家
譜
』

(
民
園
三
年
刊
)
に
よ
り
、
こ
の
一

族
の
輩
行
字
の
分
化
統
合
の
過
程
を
示
す
と、

第
二
表
の
逼
り
で
あ
る
。

第
二
表

史
村
曹
氏
輩
行
字
表

8 

9 

10 

(元〉

Y
ム

q
L

'
L

唱

i

13 

14 

15 ，--.. 
明

16 '-' 

17 

18 

19 

20 

21 

(清〉

η
'U

内べ
u

n
4
n
L
 
24 

25 

(清
中
期
〉

PO

勺

4

00

n

y

2

2

2

2

 
30 

31 

32 

33 

(
民
圏
)

4

5

6

7

 

q

d

q
υ

q
O

内

J

38 

39 

40 

- 38-

(
南
宋
)

腸 斌

房九房七 五房房四 三房房二 房一
房

h h h " " h h h H M 千

h H h h h h h h h "義

" h " h h H h h H グロ

" h H H h H h h h ν 正

h H H H h H H h h " 毛主

h H h h H h H H H 。憧
" N N N N N N N 本 M 閲 l

ググ ググかグググ 鼎 グ紙

h H h H H h h H " 。i原

N N " " N N N N 議 。1盾

H H H H H H " h 主主 H 統

" n h H H H H H 忌 本誠

ググ英治鳳忠可純 隆 朝政

訴俊申茂 寅信道 和 套 綱慶

敬 聴瑞 寧秀埼高積元 か魁

良 明欽安穎才 順皐嘉 ρ 守

恭京愛 庚華字騰 性阜椋 か醇

昌兆章成 租盆 綿仲 宏 グ 得

11 1/ 伊 I昌総 森遠 科 毅 か 桂

ググ 言受夏 換永延 軍全 グ林

グ グ起匡均修緩愛吉 H 東

ρ グ翰時宜 蘭 部懐範 H 盟主

かか世絡定 明朋環午 H 茄

H h H H h H H h . ~ グ 庖

H H n " h H " " 業 H 聖

H H " " H H H h 思 か 登

N N N N N N " "矢 。黄
" H H h H H H n 蚤 グ 閣

H H h " n H H H 家 "容

11 11 1/ 11 " " 1/ 11 理主 か 哲

H h H " H H " "霊 " li守t

" H " H " H H H 乱 グ丹

1/ 11 11 グ 11 1/ // /1 振 ρ 現
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重量 ~、a、1 十 十十四 十 甫 十
四 一 一 四一一 ノ、

三房 三房房九 房七 房一 十房房 房 房房房 房-房房房十 房 房房

I! fI 11 11 11 11 h h 11 H H h fI H H h h h h N h 11 1/ Ir 

11 11 11 11 /1 11 H 1/ 11 h h h fI h h 11 h n H 1/ H 11 11 11 

/F 11 1/ 庁 11 か H n h n H h h H h H H n H n h 11 1/ 1/ 

11 11 11 11 " 1/ H H h H H n n n n n n n H h H /1 1/ 1/ 

11 1/ 11 )γ /1 11 H 1/ 11 H 1/ h n H H h 1/ H 1/ h h 11 11 /1 

11 11 fI 11 11 fI H H 11 n 1/ H 1/ H H 1/ h n H h n 1/ 11 11 

11 11 かか // 11 H n n H n " H h n n H h n H H 11 11 1/ 

I! 11 1/ 11 11 11 H 1/ 1/ q H n N H H H h H 1/ H h 11 11 11 

I! 11 1/ /1 1/ 11 H H H H h h 1/ H H 1/ 1/ h N H n /1 /1 1/ 

望量 11 " 11 11 念 H n h h H 11 h n H h H H H H 事 11 11 " 

用 11 11 11 1/ :dぇ 1/ " 美生 グググ南グググ 11 11 グ向 11 /1 /1 

徳 グググ賢松 汐グ 序 X 1/ 11 " {:需淳 × 延 11 11 文重 11 1/ 11 

允 かか曾竹 ググ長 I! I! I!Ej 留 喬 11 1/ 宗盈 1/ 11 1/ 

徴 ググ繕 × 梅 グ× 霞 グ字 グ 倫乗 春盛曾閥冠 突 昂升

稿 11 11 奪 蘭 I! 7象 グ線卯大聖 煩興洪治考 仁貞鮮

勝 1/ 11 富 耳E11 警E 卿薙宣相紹 × 柴泰圏承 種 f亙雲

裕 鍾錦 鍾 珍 × 逮 臣 威峻潮通 豪菅選標 智履青!!

端 × 鴻英 混 jt 保坤腐常葱 均 厚 能陸 号室臨矯

方 煩雄 玉 A主U乞. グ容 ρ 昭勇 ググ来動 巨周グ

卒 総同 車真 耳立 グ宰。合王監 1/ 11 善荘 牲陸か

建 E奇樹 獅 歯 H 起 グ 涛固 。 H 詩坊 態絡 H

イ卓 I! ト 虎 r.晶f司 グ松か慎× ρ 申 書軒 藩邦グ

雅 グ堕 豹 中 グ梅 u 淘 汐グ経呆 弟衣。

高 11 11 鳳 11 11 11 11 11 11 11 11 長 1/ 11 11 

園 11 11 鶴 11 11 1/ 11 11 11 11 11 令 11 11 1/ 

奉 11 11 j閏 " 11 11 11 11 1/ 11 11 キ // 11 11 

君 11 11 朝 11 11 11 11 1/ グ ググ宙 " 11 11 

，心 11 11 廷 11 11 11 1/ 1/ グ ググ新 11 11 11 

済 11 1/ 冠 ノ〆 11 1/ 11 11 ググ汐組 11 1/ 11 

)11 11 11 完 /F 1/ 11 11 1/ 11 11 1/ 豆 1/ 1/ 11 

イ乍 1/ 11 光 11 1/ 1/ 11 11 グか か遁 11 11 1/ 

舟 11 I1 皇 11 1/ 1/ 11 11 がか グ前 1/ 11 11 

揖 11 11 極 /.〆 1/ 11 11 1/ グ ググ績 1/ 1/ 11 

- 39-
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1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

11 

11 

11 

11 

'/ 

1/ 

1/ 

11 

1/ 

/1 

1/ 

1/ 

11 

11 

〆/

/1 

11 

11 

11 

11 

ノ/

11 

11 

11 

1/ 

/1 

// 

11 

こ
れ
を
見
る
と
、
明
中
葉
の
第
日
・
回
世
か
ら
輩
行
字
の
分
裂
が
始
ま
り
、
明
末
清
初
の
第
幻
}(
お
世
で
ピ
l
ク
に
達
し
、
乾
隆
後
期
の
第

幻
世
以
降
、
枚
数
に
向
か
い
、

清
末
の
第
担
世
以
降
、
斌
字
系

・
鴫
字
系

・
甫
字
系

・
公
字
系

・
饗
字
系
の
五
系
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
各
系
と
も
四
世
遁
停
で
編
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
斌

・
陽

・
甫
三
系
と
、
公

・
饗
系
と
で
は
、

遁
俸
に
狂
い
が
あ
り
、
こ
の

歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
、
斌
・
鴫
・
甫
三
系
が
第

m
J
但
世
の
四
世
を
第
却
世
で
止
め
、
第
担
世
以
降
で
の
歩
調
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
明
末
清

初
に
分
裂
披
散
し
た
輩
行
字
を
再
び
統
合
す
る
動
き
は
、
清
中
葉
後
期
の
第
お
J
幻
世
の
と
こ
ろ
で
起
っ
て

い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
宗

族
で
も
ま
さ
に
こ
の
第
お
J
U
世
の
時
代
に
宗
洞
祭
杷
に
演
劇
が
導
入
さ
れ
て
い
る
貼
に
注
目
し
た
い
。
例
え
ば
、
嘉
慶
年
聞
の
制
定
に
成
る

(
向
上
家
諮
径
一

)
に
は
、
前
述
の
皐
氏
と
同
じ
く
、
墳
祭
の
時
の
宗
洞
の
演
劇
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
衣
の
通

- 40ー

と
見
ら
れ
る

〈
宗
伺
候
例
〉

り
で
あ
る
。問

租
演
劇
萱
夜
規
式

一
候
・
十
月
の
掃
松
に
は
、
例
と
し
て
名
班
を
定
め
、

董
と
夜
と
に
劇
を
演
ず
。

神
座
の
前
に
は
果
金
五
個
を
用

う
童
の
戯
に
て
は
、
毎
堂
、
十
雨
燭

一
割
を
瓢
ず
。
庚
孝
堂
に
は
、
六
雨
燭
一
封
を
貼
ず
。
戯
畢
ら
ば
、
毎
堂
に
て
足
錠
一

千

〔文〕

を

や焚
く
。
康
孝
堂
と
連
ね
て
六
千

〔文〕

と
す
。
全
紅
の
鞭
子

〔畑〕

一
千
と
大
壁
響

〔勉
〕
十
枚
を
放
っ。

八
雨
燭
二
巡
(
共
に
十
封
な
り
て
贋
孝
堂
に
は
十
二
雨
燭

一
割
を
貼
ず
。

日
戯
の
式
に
照
ら
し
、
錠
を
ザ
き
、
胞
を
放
っ
。

夜
の
戯
に
て
は
、
毎
堂
、

戯
畢
ら
ば

由巾を
迭
る
。
の
り
て

右
に
よ
る
と
、

十
月
の
墳
祭
の
時
、

宗
洞
内
の
祖
先
紳
位
を
杷
る
各
堂
と、

「
無
子
不
安
」
の
祖
先
の
孤
魂
を
問
る
贋
孝
堂
(
洞
堂
西
)
に



燭
を
と
も
し
、
こ
れ
ら
の
祖
霊
・
幽
魂
に
向
か
っ
て
董
と
夜
の
二
回
、
演
劇
を
献
ず
る
。
演
劇
に
は
一
流
の
名
班
を
雇
う
と
し
て
い
る
黙
は
前

述
の
軍
氏
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
(
後
述
〉
。
燈
火
の
大
き
さ
、

量
も
堂
の
格
式
に
鷹
じ
て
定
め
て
あ
り
、

宗
族
の
秩
序
一
意
識
が
よ
く
出
て
い

る
。
演
劇
が
移
る
と
董
夜
と
も
に
、
租
先

・
幽
魂
に
劃
す
る
紙
銭
を
焚
き
、
か
つ
爆
竹
を
放
燃
す
る
。
こ
れ
は
紙
銭
に
よ
っ
て

「
陰
霊
」

を
弔

う
と
共
に
、
爆
竹
に
よ
っ
て
「
陽
神
」
を
招
き
一帽
を
祈
る
と
い
う
「
陰
陽
二
元
」
の
祭
紀
観
念
に
よ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、

終
る
と
、

こ
こ
で
前
年
度
の
幹
事
(
司
線
、
司
直
〉
か
ら
次
年
度
の
幹
事
に
事
務
・
舎
計
の
引
き
縫
ぎ
が
行
な
わ
れ
る

(
こ
れ
に
も
細
か
い
規
定
を
記
す
が
省

略

次
に
、
こ
の
宗
族
で
は
、
右
の
墳
祭
の
外
に
春
秋
の
祭
記
の
際
、
各
分
涯
房
支
が
自
汲
の
組
先
の
神
位
を
宗
洞
に
入
間
す
る
所
謂
ク
進
主
。

の
儀
式
を
行
な
う
場
合
が
あ
り
、
こ
の
時
に
も
宗
洞
に
演
劇
が
奉
献
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
時
の
。
準
主
演
劇
。
の
手
績
が
〈
準
主
章
程
〉
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
(
同
上

〈宗
澗
僚
例
〉〉。
次
の
通
り
で
あ
る
。

族
中
に
て
〔
榊
〕
主
を
進
る
る
に
は
、
春
秋
雨
祭
に
定
む
。
期
に
先
だ
ち
て
司
事
に
告
知
し
、
代
り
て
矯
め
に
書
寓
し
て
世
次
に
排
清

主
を
進
る
る
者
は
、

し
、
吉
を
揮
び
て

預
め
司
事
に
向
か
い
て
新
主
を
領
回
し
、
世
紀
を
寓
清

ま
ね

ゆ
る

〔
再
び
〕

迭
上
せ
よ
。
或
は
鐙
を
張
り
て
戯
を
演
じ
、
席
を
設
け
て
賓
を
延
く
こ
と
、

各
々
自
ら
の
便
に
聴
す
。
毎
位

わ
た

の
新
主
は
、
議
す
る
に
銭
四
百
文
と
し
、
司
穂
に
交
し
て
牧
存
せ
し
め
、
以
っ
て
歴
代
神
主
を
漸
換
す
る
の
需
を
充
た
す
。

倫
し
後
に
仰
り
て
私
か
に
〔
主
を
〕
準
れ
、
以
っ
て
昭
穆
の
素
範
を
致
せ
る
者
あ
ら
ば
、

め
、
そ
の
主
は
下
屈
を
侯
ち
て
例
に
よ
り
て
準
れ
し
む
。

若
し

- 41ー

せ
し
め
、
祭
り
を
行
な
う
時
に
寝
室
に
迭
上
す
。

一
た
び
察
出
を
経
た
る
と
き
即
ち
撤
去
せ
し

こ
れ
に
よ
る
と
、
宗
洞
に
組
先
の
神
位
を
入
杷
す
る
場
合
に
は
、
春
秋
の
定
例
祭
把
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
、
司
組
に
申
し
出
て
世
次
を
記
し

た
紳
位
を
作
っ
て
お
き
、
祭
把
の
日
に
は
、
司
泊
仰
が
こ
の
神
主
を
紳
禽
に
排
列
し
て
祭
把
を
受
け
さ
せ
る
。
祭
杷
が
終
る
と
首
-該
の
子
孫
は
司

組
か
ら
新
製
の
神
主
を
返
し
て
も
ら
い
、
改
め
て
こ
れ
に
生
卒
年
を
記
入
し
、

日
を
改
め
て
再
び
宗
洞
に
迭
る
。
こ
の
と
き
子
孫
は
宗
洞
各
堂

629 

に
燈
を
貼
じ
て
演
劇
を
奉
献
し
た
り
宴
席
を
設
け
て
賓
客
を
招
い
た
り
す
る
と
い
う
。
ま
た
こ
の
と
き
、
紳
主
維
持
の
た
め
の
醸
金
を
行
な
う
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べ
き
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
元
来
、
宗
洞
は
始
租
の
紳
位
だ
け
を
杷
る
の
が
本
則
で
あ
る
の
だ
が
、
各
分
涯
の
分
裂
の
の
ち
、
こ
れ
を
統

合
す
る
段
階
で
の
大
宗
洞
に
は
、
個
々
の
有
力
な
支
波
が
自
涯
の
祖
先
一
珊
位
を
合
間
す
る
傾
向
が
強
く
な
り
、
神
禽
分
の
一
紳
位
が
増
加
し
て
行

く
。
こ
う
な
る
と
、
神
主
入
把
の
手
績
を
厳
格
に
す
る
必
要
が
生
じ
、
入
記
者
に
は
演
劇
を
宗
洞
に
奉
献
さ
せ
て
族
員
に
公
示
さ
せ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
演
劇
自
艦
、
分
波
の
統

一
を
保
つ
た
め
の
役
割
を
果
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

か
く
し
て
、
こ
の
曹
氏
一

族
に
お
い
て
も
前
述
の
分
涯
を
統
合
す
る
方
向
で
の
輩
行
字
の
統
合
へ
の
動
き
と
こ
の
宗
洞
の
墳
祭
演
劇

・
準
主

演
劇
の
形
成
と
は
同
じ
統
合
指
向
の
反
映
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

長
河
来
氏
の
輩
行
字
編
成
と
宗
洞
演
劇

次
に
、
右
の
単
氏

・
曹
氏
の
西
寄
り
に
居
を
占
め
る
長
河
栄
氏
の
場
合
を
見
る
(
地
図
)
。

来
氏
は
故
地
の
河
南
よ
り
南
下
し
、
南
宋
初
期
の

始
祖
延
紹
の
代
に
新
山
に
入
っ
た
と
い
う
。
以
後
、
民
園
期
ま
で

二
十
八
世
、

大
房
・

二
房

・
三
房

・
四
房

・
五
房

・
六
房
の
六
汲
に
分
れ
、

- 42ー

宋
元
聞
は
や
t
A

嘗
初
の
輩
行
字
を
維
持
し
た
も
の
の
、
明
清
聞
を
通
じ
て
分
岐
に
分
岐
を
重
ね
、
民
園
期
に
至
っ
て
漸
ゃ
く
統
合
に
向
か
う。

(

3

)

 

そ
の
分
岐
は
複
雑
で
全
容
を
示
す
紙
幅
は
な
い
が
、
今
、
こ
の
一
族
が
康
照
二
十
二
年
に
祭
田
を
設
立
し
た
と
き
の
各
房
筆
頭
醸
金
者
の
属
す

る
輩
行
字
の
分
化
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
襲
遷
を
表
示
す
る
(
第
三
表
・
『
瀬
山
長
河
来
氏
家
譜
』
・
民
園
十一

年
刊
)。

第

表

長
河
来
氏
賞
行
字
表

(
南
宋
)

可
ム

の
ん

11 

11 

11 

11 

" 
11 

11 

11 

11 

11 
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h " H H H H H N H n H H h 効 " u n h H h H U H H 

h h h h " " h h h h h h h • h H " " n H H H H " 

H H h H H H H H H H H H " 官接 h H H H H h " h H H 

" H " H H H H H H H H H H 蒋 H H H H H H H H H H 

n H H " H H H H H H H H H 智 H H h H H H H H H H 

11 11 磁 H H " H H " H " H 思忌 H H " H H h " " H " 

M か伺ググかかかググググ諌 1導 11 11 1/ 鼠 /1 11 11 11 11 11 

1/ 11 寝、" h h h h " h h h • ~ 1/ 1/ 11 室主 11 11 11 11 11 1/ 

瑛 H 君 h h 1頁か 11 " 11 " 鮮民茂 11 1/ 1/ 理主 11 11 11 11 11 " 

観。廷汐グ増グ g~ 嘉 ググ 彰殴善 1/ 11 1/ 走 1/ 11 ~， 11 1/ " 

林 グ棟初彦松グ堅漢か京封盛純 グググ瑞和純 11 11 11 11 

江池泌修詠砥 1/ " 渓春茂。鎗申 盛康寧安 グ泰 H 敏 聴 認

耀慶憲グ世守織均全套縄グ短振 t:来日容貨グ士申文化 Vli主
H H H " H H H H H H H H " H H H H H H H H " H H 

U H H H H " H H " H H H H H H H H H H H H H H H 

H H " H H H H " H H " H H H " H H H H H H H H H 

H " H H H H H H H H H H " H H H H " H H H H H H 
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日LJ
)J} 房

/1 1/ 11 h /，/ " h h h h H h " h h H H h h " H h h h 

11 // λγ か か f/ 1/ 11 1/ 1/ 庁 か H H H h H h h h H h H // 

// 11 11 //か Q H H H // H // h H H H n " " " // H n H 

11 11 // ノy " " H H " H h h " H H " h H H H グ 11 11 11 、

11 // /1 /1 か 11 11 11 1/ 1/ が か か 11 11 11 庁 11 //が// /1 11 11 

/1 1/ ノ/
H H " " H H // // " " // h H " H // /，/ h " " H 

11 11 11 グ H // h H " H H H h h H " h h か が 1/ 11 ん か

f/ 11 1/ H H h H H " // H H H H /，/ " " h " H // H H " 

11 11 // H H " H H H /，/ H H " "かか '1 // 11 J/ 11 I1 /1 ん

1/ 1/ 11 /1 11 11 11 11 1/ か か H H // H /，/ H H h H /，/ H H " 

// IL 勉 がかか か 11 1/ 1/ 1/ ゾY H H h h " H H H H H H H 

HH 有iミ
JJ'}) 1; 1/ 1; 11 庁 11 11 11 11 // 1/ かがか H H " // " " H 

森 /; 11 グ 11 庁 // 11 庁 か // 11 1/ // 1/ 11 庁 か 11 /1 11 11 

目立 穎 /1 1/ が かか// 1/ がか か n H H H " H " H H " " 

H 冠 園事h H h H H H H H H H /，/ H h H H H // h H // 11 

ググ 事令担*泰 H H h h h h h H h h n H h H H H H H H H h 

民 h H h " n h " " H H " // " H h " n // " n H 

グ間 安 グ 1/ 1/ 11 11 /1 かが /1 /1 11 // // 1/ か か か か// // 1/ 

一グ 絞 j玖 h H H H H H H H " H n H n U n H h H H H H 

グ能 琳 手 H H H " n H H // " H n // n H H " H H " H 

11 琴 チ¥-薬 11 名" " // H // " " n H h H も 11 11 11 1/ 1/ 決

itt E 誠 1/ d，子望グ 11 1/ 梁グ ググ検 ググ仁ググ腕ググ祭

H 械 it~ グ勉停 淳 貌園斡 u 穎照 瑞又 義f.:i本栄 仲久// t亙
。新 瑞 グ恭 tl嗣盛 檎 振 綿 有 孝硲 俊グ 敏 1.3" 11 平日子 25春 ブ1

明 基 11 1/ 11 11 11 が // " H H " H H H H n H H H H H 

ノ〆 二同:tt 11 1/ 1/ 1/ /1 // ググ /1 IJ 11 11 か/ / //か 1/ 11 11 1/ // 

1/ 11 ノγ 11 // 1/ 11 か H n n n H n n n H H n グ// // // 

11 11 1/ 11 11 11 11 か H H H H H " H H かかかか 1/ 11 グ
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五
房

" h " n " h H h h h H h H H h h H H H " h H H Q 

h h H H n n H n u " h " n n H H " H H " " " n " 

n n n H H h n H H " n h H h " H " n " h H H H h 

H n n H u n H n h n n n n H H n n n h H n H n n 

n H H n H n n h H H h H H H H N H n n h " " " n 

H " H H n n u n h H " " " H " " H n H n " " n " 

" H H " n h " H " h h H h h n n h " " n n h H H 
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n " n h h H H H n h H H n n n " " H H " " " " H 

" H n N " n h " H " " H H 11 11 1/ // //か " 11 11 11 1/ 
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H n H H h H H n H H H H & n H H H H n n n n n h 

h n " H " " H H " n h H 亀 n " H " " " H " " H " 

H H H H h H H H H n H " 烹】 H H n H H " n n n n " 

H n n " H n H H n H H n者 H n H H n H n n n H H 

h n H H H H n H H N H H 曹、 n H H H H n n n n n n 

H n H H H H H H H H H H ~ か 令 。 Hρρ 楠"グ 1/ 11 

グ綴 荘ググ ググ ρμ 望グ グ顔 量生聞グ 11 11 i~ 1:鳴 ρρρ か

グ税l銑ググか か n 1/ 朔銃{古紙 ~経グ汐か壁 E甘 /1 1/ 11 グ

汐魁文ググ グググ最序関虫L虹 裳 淘 か か か鈎英 11 11 11 緯

旺友金浪 M ググ グ生 功 グ鏑ずI達瞬か 淳 i等申 倫 "ρ 探邦

か超撲岱史計試グ瑳徳グ宗丁 祭錦 禎 桔 椿祭繰 l原高 司司家

ρ 盟紫 l平グヂ君安申相ググ純 望涼 1/ '府燈 M 純 ρ 辰 丙 金

か 阜 抑l延蕃材林グ方承ググ 法 俸梓 ρ 。{申東紳 11 1/ 動君

~}j 康 梧綿畑燥伺グ規グググ 梓 泉祭か鋭主IJ挑 粋ゲ 11 //賢

" H H H H H H H H h " " " n 軍語、 " /1 11 11 奪 11 11 IJ 11 

" n n H " h H H H H H H H n H n n " n " n H H " 
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こ
の
表
で
は
、

本
印
を
附
し
た
讃
行
字
の
第
日

-m
・
口
世
の
と
こ
ろ
で
祭
回
の
組
織
が
出
来
上
り
、
宗
嗣
の
建
設
や
宗
譜
の
編
纂
な
ど
宗

族
組
織
の
強
化
が
は
か
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
輩
行
{
子
の
方
は
そ
の
後
む
し
ろ
統
合
よ
り
分
岐
の
方
に
向
か
い
、
特
に
第
却
世
以
降
、
世

代
が
降
る
ご
と
に
分
裂
が
嬢
大
し
、
清
末
の
第
幻

-
M
世
で
は
牧
拾
の
つ
か
な
い
程
の
分
裂
朕
態
と
な
る
。

各
輩
行
字
系
列
は
大
む
ね
四
世
遁

第
三
房
で
は
遁
俸
の
起
粘μ
が

ず

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

分

裂

は

一

時

し

て

統

合
に
向
か

俸
の
形
で
あ
る
が
、

し
か
し
、

清
末
に
至

っ
て
、

ぃ
、
第
お
世
か
ら
第
お
世
に
か
け
て
、
大
房
・
二
房
・
三
房
は
「
閏
徐
成
歳
」
の
形
に
ま
と
ま
り
、
第
五
房
は
第
幻
世
か
ら
こ
れ
に
歩
調
を
合

- 46ー

わ
せ
、
残
り
の
第
四
房
も
第
幻
世
に
至
っ
て
、
こ
れ
に
同
調
し
、
結
局
、
清
末
民
園
初
、
第
幻
世
以
降
、
さ
し
も
の
分
裂
状
態
に
も
終
止
符
が

打
た
れ
て
全
族
同
一
の
輩
行
字
と
な
る
。
全
鐙
と
し
て
み
る
と
、
や
は
り
明
末
清
初
か
ら
分
裂
が
激
化
し
、
清
朝
後
期
に
至
っ
て
漸
ゃ
く
統
合

に
向
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
最
後
に
結
局

一
本
に
統
合
さ
れ
た
の
は
、

や
は
り
そ
れ
な
り
の
統
合
へ
の
努
力
が
あ
っ
て
最
後
に
そ

れ
が
買
を
結
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
輩
行
字
の
分
裂
の
中
で
、
統
合
へ
の
努
力
は
ど
の
よ
う
な
面
で
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
族
譜
に
牧
録
さ

れ
た
康
照
二
年
の
祭
回
設
定
か
ら
嘉
慶
七
年
ま
で
の
約
百
二
十
年
聞
の
禽
計
簿
を
見
る
と
、
清
中
葉
以
降
、
祭
杷
費
が
抜
大
し
て
お
り
、

宗
洞

祭
杷
の
充
買
に
よ
っ
て
統
合
へ
の
努
力
を
重
ね
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
今
、
舎
計
簿
の
中
か
ら
、
所
有
国
畝
に
基
づ
く
租
米
牧
入
を
各
年
米

慣
に
よ
り
折
銀
し
た
銀
牧
入
と
、
宗
洞
で
の
祭
杷
に
用
い
た
各
費
用
項
目
だ
け
を
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
毎
年
の
値
を
年
を
追
っ
て
表

示
し
て
み
る
。
こ
の
際
、
祭
杷
費
の
襲
遷
の
特
徴
を
見
る
た
め
、
祭
杷
費
の
構
成
要
素
(
澗
祭
費
・
分
作
費

・
墳
祭
費

・
燈
祭
費
な
ど
〉
が
増
加
す

る
年
次
を
骨
一
旦
期
と
し
て
第

一
期
か
ら
第
六
期
ま
で
六
期
の
匡
分
を
標
示
す
る
。
次
の
第
四
表
の
通
り
で
あ
る
。
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第四表長河来氏祭回曾計表 (こZt警告駄)
回 組

米翁〆石/ 
租銀 祭 前E 費

〆戸、 r、
折米( ) 雨

布司 老/費「 報7語吋h'習費「 租墳始祭費♀巴世一墳以下祭費(燈鶴
品PV畝、ーノ /ι、、石J 義。ヨu思-、 人雨償)

作) 祖)爾

康隈22 105.2 

23 104.5 73. 7 0.90 66.3 3. 7 

24 105.5 88.3 0.85 75.0 1.1 
本

25 107. 7 77.2 0.90 73.3 0.6 

* 
26 106.9 89.3 0.90 80.0 0.6 

第 27 117.0 99.0 0.80 79.2 0.6 

28 120.9 85. 7 0.94 80.0 1.5 

29 128.0 97.3 0.90 87.5 0.6 

30 121. 7 100.4 0.85 85.3 0.6 

31 128.8 103.0 0.80 82.4 0.6 
* 

期 32 136.8 86.2 1. 20 86.2 0.7 
割ド

33 144.9 88.0 0.75 73.5 0.7 

34 I! 99.8 0.75 74.9 0.7 

35 146.4 126.5 0.75 94.9 4.7 

36 157.4 109.8 0.88 96.6 4.7 

37 164.9 133.8 0.85 113.7 4.7 

38 150. 7 94.4 0.85 80.2 4.7 1.0 

39 154.6 119.1 0.83 98.9 4.5 1.0 

第 40 152.8 122.5 0.73 89.4 4.5 1.0 

41 157.3 126.0 0.73 92.0 4.5 1.0 
調ド

42 165.2 119.8 0.90 110.2 4.5 1.0 
一

43 I! 118.4 0.95 112.5 4.5 1.0 

* 44 11 123.1 1. 05 135.1 4.5 3.3 

期 45 171. 2 140.6 1. 02 143.4 4.5 2.0 

46 173.2 123.8 1. 30 161. 0 4.5 2.0 

47 11 132.6 1. 40 185.7 4.5 2.0 

48 I! 116.7 1. 32 154.1 4.8 2.0 
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49 183.4 129.2 1. 02 131. 7 4.8 2.0 

50 fI 143.2 0.82 117.4 4.8 2目。

51 191. 8 151. 7 0.80 121. 4 4.8 2.0 

52 193.2 150.0 1. 03 154.4 4.8 3.0 

53 194.4 106.4 1. 10 117.0 4.8 3.0 

54 fI 149.5 0.85 127.1 4.8 3.0 

55 198.9 149.7 1. 50 224.5 4.8 3.0 

56 202. 1 154.1 0.85 131. 0 4.8 3.0 

57 205. 1 156.2 o. 76 118.7 4.8 3.0 

58 11 131. 3 1. 00 131. 3 il 4.8 3.0 

59 204.6 148.8 0.95 141. 4 4.8 3.0 

60 /〆 124.1 1. 30 161. 3 4.8 3.0 

61 ノノ 129.8 1. 10 142.8 4.8 3.0 

薙正 1 11 125.9 1. 20 151. 1 4.8 3.0 

2 11 119.6 1. 30 155.5 4.8 3.0 

3 208.8 117.0 1. 00 117.0 4.8 3.0 

4 fI 78.6 1. 10 86.4 4.8 11. 0 3.0 

5 11 147.9 1. 15 170.1 5.1 11. 0 

第 6 210.1 152.4 1. 00 152.4 5.1 11. 0 3.0 

7 11 141. 8 0.85 120.5 5.1 11. 0 3.0 

8 212.8 136.1 1.00 136.1 5.1 11. 0 3.0 

9 214.8 143.8 1. 20 172.6 5.1 11. 0 3.0 

10 217.8 135.1 1. 40 189.1 5.1 11. 0 3.0 

期 11 11 164.0 1. 20 196.8 5.1 11. 0 3.0 

12 219.1 168.2 0.90 151. 4 5.1 11. 0 3.0 

13 222.5 159.0 0.86 136.7 6.1 11. 0 3.0 

乾隆 1 220.3 172.4 0.80 137.9 6.1 11. 0 5.5 

2 11 158.0 0.92 145.4 6.1 11. 0 5.0 

3 11 130.3 1. 20 156.4 6.1 11. 0 5.0 

4 11 174.9 1. 05 183.6 6.6 11. 0 6.0 
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5 1/ 178.9 1. 00 178.9 7.0 11. 0 6.0 

6 11 167.7 1.10 184.5 7.0 11. 0 7.0 

7 11 168.4 1. 25 210.6 7.0 15.0 7.0 

8 11 169.6 1. 30 220.5 7.0 15.0 7.0 

9 11 151. 3 1. 05 158.8 7.0 15.5 7.0 

10 11 187.7 1. 00 187.7 7.0 15.0 7.0 

11 238.0 194.9 1.10 214.4 12.0 15.0 7.0 

12 242.1 166.7 1. 50 250.0 7.0 15.0 7.0 

13 11 189.9 1. 60 303.8 7.0 15.0 7.0 

14 243.3 191. 9 1. 40 268.7 7.0 15.0 7.0 

15 11 195. 7 1. 30 254.5 7.0 2.6 15.0 7.0 

16 11 141. 2 2.10 296.5 7.0 4.8 15.0 7.0 

第 17 " 161. 9 1. 40 226.6 7.0 5.5 15.0 7.0 

18 11 177.3 1. 30 
四

230.5 7.0 4.3 15.0 7.0 

19 11 180.8 1. 20 217.0 7.0 4.8 15.0 7.0 

期 20 243.9 85.7 2.20 188.4 7.0 4.4 15.0 7.0 

21 11 188.4 1. 60 301. 5 7.0 5.0 15.0 7.0 

22 " 189.2 1. 30 245.9 7.0 4. 7 15.0 7.0 

23 11 174.0 1. 40 243.6 7.0 3.8 15.0 7.0 

24 254.8 125.8 1. 90 239.0 7.0 3.6 2.0 15.0 7.0 

25 273.2 224.7 1. 30 292. 1 7.0 4.3 3.6 15.0 7.0 

第 26 11 204.9 1. 50 307.4 7.0 4.2 3.6 15.0 7.0 

27 11 188.2 1. 60 301. 1 7.0 4.3 3.6 15.0 7.0 

28 11 219.5 1. 40 307.3 
五

7.0 4.5 3.6 15.0 7.0 

29 271. 6 198.0 1. 60 316.8 7.0 4.3 3.6 15.0 7.0 

30 11 158.4 1. 95 308.8 7.0 3.8 3.6 20.0 5.0 

期 31 11 199.5 1. 70 339.2 7.0 4.0 3.6 20.0 6.0 

32 11 197.7 1. 70 336.0 7.0 4.0 3.6 25.0 6.0 

33 275.9 238.8 1. 85 441. 7 7.0 4.5 3.6 25.0 5. 7 

34 11 213.9 2.10 449.3 7.0 4.2 7.0 25.0 
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35 11 。 2. 10 。 7.0 5.2 7.0 25.0 8. 7 

36 11 ? 1. 80 。 7.0 5.6 6.5 25.0 6. 7 

37 11 。 1. 30 ワ 7.0 4.5 6.3 25.0 6.9 

38 I 280.9 。 1. 32 。 7.0 4.8 6.9 25.0 6.4 

39 11 。 2.00 。 7.0 5.4 7.0 25.0 7.0 

40 11 。 2.20 。 7.0 5.8 7.5 25.0 5.3 

41 11 。 1. 57 。 7.0 5.3 7.3 30.0 6.5 

42 11 228.6 1. 45 331. 5 7.0 4.2 7.5 30.0 7.6 

43 11 208.9 2.00 417.7 7.0 3..4 7.0 30.0 5.5 

44 11 218.2 2. 10 458.2 7.0 7.0 8.0 30.0 6.9 

45 11 199.9 1. 90 379.9 7.0 3.8 8.0 30.0 7.4 

46 11 220.0 2.30 506.4 7.0 3.5 7.5 34.5 9. 1 

47 289.6 209.2 2.00 418.3 7.0 3.7 7.8 37.3 5.6 

48 " 190.9 1. 90 362. 7 7.0 3.7 8.0 44.0 30. 1 4.4 

49 " 228.0 2.05 467.5 7.0 3.0 8.0 43.9 30.0 5.9 

50 " 199.1 3.50 697.0 7.0 3.4 8.8 44.0 30.0 5.0 

51 292.6 200.8 3.50 702.9 7.0 3.9 10. 7 49.9 33.8 6.5 

52 11 232.9 2.10 489.0 7.0 6.2 10.8 50.5 34.4 5.1 

第 53 11 222.3 2.10 466. 7 7.0 8.6 10.4 49.5 34.4 4.3 

54 11 219.7 2.00 439.4 7.0 7.0 10.0 50.0 34.4 4.9 

55 ノ， 215.4 2.00 430.8 7.0 8.2 11. 0 50.0 35.2 7.3 

~ 

ノ、 56 11 223.8 2.20 492.4 7.0 9.6 10.3 50.0 35.0 7.3 

57 11 211. 6 2.50 529.0 7.0 10.6 9.5 50.0 35.0 4.7 

58 " 211. 6 3.30 698.3 7.0 9.2 10.0 50.0 40.0 5.1 

期
59 208.9 3.50 731. 0 7.0 10.1 10.0 50.0 40.0 6.2 

" 
60 11 217.2 2. 70 586.5 7.0 9.7 11. 5 50.0 40.0 5.4 

嘉慶 1 11 227.5 2.20 500.5 7.0 7.7 11. 0 50.0 40.0 5.0 

2 11 224.4 2.75 617.0 7.0 8.3 10.8 50.0 40.0 8.2 

3 " 213.5 2. 18 465.3 7.0 9. 1 9.8 50.0 40.0 9.1 

4 " 214.8 1. 85 397.4 7.0 8.9 10.8 50.0 40.0 11. 0 

5 11 211. 2 2.85 601. 8 7.0 8.3 11. 5 50.0 40.0 8.6 

6 11 207.6 2.62 543.9 7.0 9.3 11.8 50.0 40.0 11. 2 

7 M 215.0 2.60 559.1 7.0 9.0 11. 4 50.0 40.0 15.9 
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以
下
、
本
表
に
よ
り
各
期
の
特
徴
を
分
析
す
る
。

付
第
一
期
〈
自
康
照
二
十
六
年
至
康
照
三
十
七
年
〉

康
照
二
十
二
年
、

第
四
房
出
身
の
進
士
集
之
(
聴
十
五
)
の
提
唱
に
よ
り
所
有
国
百
畝
の
者
に
は
銀
十
雨
、

十
畝
の
者
に
は
銀

一
両
の
醸
金

を
割
嘗
て
、
資
金
百
両
を
調
達
し
て
祭
田
百
五
畝
を
設
定
、

毎
年
こ
れ
か
ら
上
る
租
米
折
銀
牧
入
に
よ
り
田
土
を
買
い
増
し
て
十
五
年
聞
に
田

土
を
一
六
四
畝
に
増
や
し
た
。

こ
の
問
、
祭
杷
は
極
め
て
質
素
に
抑
え
、
毎
年
春
秋
二
季
の
洞
祭
に
僅
か
な
祭
ロ
聞
を
買
う
洞
祭
費
・
七
銭
程
度
を
支
出
し
て
い
る
に
と
ど
ま

る。
』
の
期
で
は
、

牧
入
が
充
貧
し
米
債
も
安
定
し
て
い
た
た
め
、
若
干
、

祭
間
費
を
ふ
や
し
て
い
る
。

洞
祭
祭
品
を
四
雨
八
銭
に
上
げ
る
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ω第
二
期
(自
康
照
三
十
八
年
至
薙
正
三
年
)

方
、
新
た
に
元
宥
の
燈
祭
費
の
支
出
を
認
め
、
こ
れ
も
嘗
初
の

一
雨
か
ら
三
雨
ま
で
上
げ
て
い
る
。
元
保
円
に
は
嗣
堂
に
燭
を
と
も
す
費
用
が
か

ま
た
こ
の
日
に
新
奮
幹
事
(
値
年
)
の
交
替
の
た
め
の
宴
席
が
聞
か
れ
る
の
で
、

、品
、

ふ

μ
h川
，，

そ
の
酒
席
費
の
支
出
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、
全

鐙
と
し
て
牧
入
の
伸
び
の
割
り
に
は
、
祭
杷
費
は
控
え
目
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

同
第
三
期
(
自
薙
正
四
年
至
乾
隆
十
四
年
)

国
土
が
嘗
初
の
二
倍
牢
、
租
米
牧
入
は
三
倍
に
ふ
え
、
し
か
も
米
債

・
物
債
は
安
定
し
て
い
た
か
ら
、
財
政
は
極
め
て
豊
か

に
な
っ
た
。
こ
の
財
力
を
背
景
に
始
租
の
墳
地
を
整
備
し
、
墳
祭
(
お
そ
ら
く
秋
祭
)
を
開
始
し
て
い
る
。
墳
祭
の
費
用
も
嘗
初
か
ら
十

一
雨
の

高
額
を
計
上
し
、
こ
れ
も
の
ち
に
十
五
南
に
上
げ
、
相
嘗
に
力
を
入
れ
て
墳
祭
の
抜
大
充
寅
に
努
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
洞
祭
や
燈
祭
に
つ

い

こ
の
期
に
は
、
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て
も
か
な
り
増
額
し
、
特
に
燈
祭
の
充
寅
を
は
か
つ
て
い
る
。

同
開
第
四
期
(
自
乾
隆
十
五
年
至
乾
隆
二
十
三
年
〉

こ
の
期
間
、

国
土
は
増
加
し
て
い
な
い
が
、
米
債
が
上
昇
し
、
銀
牧
入
は
増
加
し
て
い
る
。
物
債
の
上
昇
を
考
慮
し
た
た
め
か
、
春
秋
洞
祭

の
時
、
老
人
に
砕
を
分
配
す
る
制
度
を
創
設
し
、
そ
の
金
額
を
計
上
し
て
い
る
。
墳
祭
費

・
燈
祭
費
は
増
額
し
て
い
な
い
が
、
昨
費
を
通
し
て

祭
記
膨
脹
の
兆
を
宿
す
。

回
第
五
期
(
自
乾
隆
二
十
四
年
至
乾
隆
四
十
七
年
)

こ
の
期
に
入
っ
て
、
再
び
田
土
を
増
や
し
、
三

O
O畝
に
近
づ
く
。

一
方
、
米
債
が
上
昇
し
、
銀
牧
入
は
四
百
南
に
達
し
て
、
財
産
は
充
分
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な
除
力
を
も
つ
に
至
る
。
こ
の
財
力
を
背
景
に
過
去
、

国
土
を
洞
産
に
寄
附
し
た
者
の
子
孫
に
「
報
功
昨
」
を
分
興
す
る
こ
と
と
し
た
。
嘗
初

は
老
人
件
よ
り
低
額
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
後
、
老
人
砕
を
上
回
り
、

八
雨
に
達
す
る
。
こ
れ
は
老
人
俳
と
共
に
洞
祭
を
充
買
さ
せ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
前
々
期
以
来
、
七
商
で
固
定
さ
れ
て
き
た
燈
祭
費
は
、
貫
費
に
よ
る
支
出
方
式
に
饗
更
し
た
ら
し
く
、
時
々
七
雨
を
越
え

る
増
勢
を
示
す
。

ま
た
、
同
じ
く
十
五
雨
に
固
定
さ
れ
て
い
た
墳
祭
費
も
物
債
上
昇
の
た
め
か
、
二
十
五
南
・

三
十
南
と
上
昇
し
、
寅
質
的
に

は
物
債
上
昇
を
上
回
る
増
額
と
な
り
、
祭
杷
の
規
模
が
横
大
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
全
鐙
と
し
て
、
こ
の
期
か
ら
祭
杷
全
睦
が
急
速
に

華
美
に
な
っ
て
行
く
傾
向
が
願
著
で
あ
る
。

(
乾
隆
三
十
五
年
至
四
十
一
年
の
租
米
額
は
記
載
不
備
。
〉

付
第
六
期
(
自
乾
隆
四
十
八
年
至
嘉
慶
七
年
)

」
の
期
ま
で
に
田
畝
は
ピ

l
ク
に
達
し
、
米
債
の
上
昇
も
あ

っ
て
、
銀
枚
入
は
五
百
南
に
達
す
る
。
こ
の
期
の
-
初
め
に
従
来
放
置
さ
れ
て
レ

こ
れ
に
伴
な
っ
て
墳
祭
も
従
来
の
始
祖
墳
祭
に
加
え
て
二
世
組
以

た
二
世
組
以
下
七
世
組
(
新
山
六
房
の
租
湾
居
公
〉
ま
で
の
墳
地
を
整
備
し
、



下
墳
祭
を
創
始
し
、
南
者
の
合
計
費
用
は
九
十
南
に
達
す
る
。
こ
の
他
の
費
用
も
洞
祭
の
七
雨
が
固
定
さ
れ
て
い
る
外
は
、

昨
・
燈
祭
の
諸
費
用
も
漸
増
し
、
祭
把
費
全
鎧
は
百
三
十
両
に
も
達
す
る
。
祭
杷
の
ス

ケ
ー
ル
は
極
め
て
大
き
な
も
の
に
な
っ
た
と
き?
え
る
。

老
人
作

・
報
功

以
上
、
通
観
す
る
に
、
こ
の
一
族
の
祭
杷
は
、
乾
隆
十
五
年
に
始
ま
る
第
四
期
か
ら
以
降
、
急
速
に
擦
大
し
て
い
る
。
こ
の
期
聞
は
、

輩
行

字
の
分
裂
が
激
し
い
第
却
J
n
世
に
嘗
た
り
、
従
っ
て
、

一
方
で
は
輩
行
の
分
裂
の
績
く
中
で
祭
肥
を
掻
大
し
て
宗
族
の
統
一
を
は
か
つ
て
い

た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
祭
杷
に
演
劇
が
含
ま
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
明
文
の
徴
す
べ
き
も
の
が
な
く
、
直
接
に
は
確

認
で
き
な
い
。
元
来
、
こ
の
一
族
は
北
方
系
の
保
守
的
な
祭
把
観
念
が
強
く
ハ
中
元
節
を
排
除
し
て
い
る
)
、

演
劇
は
儀
り
歓
迎
し
な
か

っ
た
ら
し

く
、
第
一
期
の
祭
租
規
定
で
あ
る
〈
出
入
執
掌
〉

(
向
上
家
譜
第
十
八
朋
〉
で
は
、
演
劇
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か

か

わ

は

じ

め

み

だ

糧
差
と
田
を
置
く
を
除
く
の
外
、
必
.
す
義
国
に
渉
る
者
に
し
て
方
て
正
項
を
動
支
す
る
を
許
す
。
盆
な
き
に
浪
り
に
用
う
る
を
得
ず
。

燈
を
放
ち
戯
を
演
ず
る
こ
と
、
及
び
神
洞
併
字
を
繕
葺
す
る
が
如
き
の
類
な
り
。
亦
た
他
の
費
に
移
充
す
る
を
得
ず
。
橋
道
を
修
改
す
る

こ
と
、
風
水
を
改
造
す
る
こ
と
、
及
び
族
中
の
官
事
の
如
き
の
類
な
り
。
如
し
信
議
あ
り
と
も
、
事
に
任
ず
る
者
は
例
に
執
り
て
こ
れ
を
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拒
め
。

で
あ
る
。

即
ち
、
族
内
に
お
い
て
「
燈
を
放
ち
戯
を
演
ず
る
」
こ
と
が
あ
っ
て
-
も
、
そ
の
費
用
は
祭
田
か
ら
は
負
携
し
な
い
旨
を
明
記
し
て
い
る
わ
け

し
か
し
、
こ
れ
は
財
政
基
盤
の
弱
か
っ
た
第
一
期
の
祭
杷
規
定
で
あ
り
、
嘗
時
で
も
族
内
か
ら
「
演
蔵
費
支
出
」
の
信
議
が
起
り
易

か
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
財
政
の
豊
か
に
な
っ
た
第
四
期
以
降
は
、
演
劇
費
を
祭
回
か
ら
支
出
L
て
行
く
方
向
に
動
い
た
可
能
性

が
強
い
。
前
述
の
皐
氏
や
曹
氏
の
例
で
み
る
と
、

「
燈
を
放
ち
戯
を
演
ず
る
」
と
は

「
墳
祭
」
の
場
面
で
起
き
て
い
る
可
能
性
が
強
く
、
来
氏

の
場
合
、
こ
の
墳
祭
費
は
第
五
期
以
降
念
増
し
、
第
六
期
に
は
九
十
南
に
も
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
中
に
演
劇
費
が
含
ま
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
近
郊
の
翠
氏
・
曹
氏
が
墳
祭
に
演
劇
を
上
演
し
て
い
る
以
上
、
風
俗
的
に
も
そ
の
影
響
を
受
け
易
か
っ
た
筈
で
あ
り、

こ
れ
ら
を
綜
合
す
る
と
、
輩
行
字
の
分
裂
を
克
服
し
て
分
汲
の
統
一
を
は
か
る
た
め
の
宗
洞
祭
記
と
し
て
、
第
六
期
以
降
、
墳
祭
、
又
は
燈
祭
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に
演
劇
が
導
入
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
す
る
。

四

唐
里
陳
氏
の
輩
行
字
編
成
と
宗
洞
演
劇

次
に
、

右
の
単
氏
・
曹
氏

・
来
氏
の
居
住
匡
域
の
南
東
に
郷
援
し
、
粛
山
鯨
城
の
東
南
に
居
を
占
め
る
唐
里
陳
氏
の
場
合
を
見
る

(地
図〉。

こ
の
一

族
は
故
地
の
河
南
か
ら
南
下
し
て
一
旦
、
淑
江

・
金
葦
府
東
陽
鯨
に
入
り
、
南
宋
の
初
め
、

第
お
世
守
迎
公
(
輩
行
は
築
、

序
に
こ
の
系

統
を
示
す
)
の
代
に
新
山
に
移
っ
た
と
い
う。

『
唐
里
陳
氏
宗
譜
』
(
宣
統
元
年
刊
)
は
清
末
第
M
世
ま
で
し
か
記
録
し
て
い
な
い
が
、
民
園
初
期

に
第
幻

・
お
世
に
な
る
計
算
と
な
り
、
大
約
、
前
述
の
西
河
皐
氏
と
同
程
度
の
沿
革
を
有
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
輩
行
字
は
元

末

・
明
初
の
第
6
J
9
世
の
と
こ
ろ
で
分
岐
が
甚
だ
し
く
、
加
え
て
こ
の
族
譜
の
輩
行
字
記
載
は
甚
だ
不
完
全
で
各
輩
行
字
系
列
を
縦
に
清
末

ま
で
た
ど
る
こ
と
が
非
常
に
六
っ
か
し
い
。
明
末
第
回
世
以
前
に
分
岐
し
た
各
輩
行
系
列
の
多
く
は
後
嗣
を
歓
い
た
か
、
他
郷
に
移
徒
し
た
り

し
た
た
め
か
議
行
字
を
途
切
ら
せ
て
お
り
、
清
初
第
口
世
以
降
、

清
末
ま
で
つ
な
が
る
の
は
十

一
日
仮
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
十

一
房
支
に
つ
い
て
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う
に
資
料
自
盟
が
不
完
全
な
の
で
あ
る
が

も
明
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
第
U
J
回
世
の
輩
行
字
記
載
に
歓
落
が
多
く
、
ま
た
清
末
第
辺
世
以
降
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
よ

判
明
す
る
限
り
で
の
輩
行
字
を
示
す
と
、

麿

族
譜
の
記
載
上
、

次
表
第
五
表
の
通
り
で
あ

る第
五
表

唐
星
陳
氏
箪
行
字
表

11 

11 
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額 顛
額十 穎 願

房顧後 房東i可 前顧
八 五 四
房 房 房 房 房 房

// // // 11 IJ 11 1/ // 11 1/ // h IJ " h h h " IJ H H H IJ q 

// // // 1/ // 1/ 11 /1 fノ// " h " h h IJ h h h IJ IJ 11 11 h 

1/ 1 11 // 1/ 1/ 1/ 1/ 11 I 1/ 11 /1 1// /1 N N // N // // // " // // // 

// // // 1I 1/ // 1/ // 1/ 1; 11 1/ 1/ がかか " H " " " IJ n " 

N // // 1/ 1/ 11 1/ // 1/ IJ " " H n H IJ " IJ H H IJ H H n 

11 11 t 11 11 1/ 1; 1/ 11 I 1/ 1/ H II/ 1/ H 1/ IJ IJ 11 IJ 1/ ~ 1/ 1/ IJ 

1/ I 11 // " 11 // 11 I 11 1/ かかグ 1/ 1/ 1/ かか明 M 辛端 1/ 11 

// 11 I 11 
" 11 // 11 1" 1/ ググ" " " IJ " "費グ議 開道グ

11 I 1/ 11 1/ 1/ 1/ 1/ 11 I 11 1/ グググググ禎ググ宣グ 1鵡麹 富グ

グ性 // 1/ 11 11 1/ // 1/111 ググググ ρ 允ググ和員向×浄善
/1 I 11 // 11 11 11 11 11 I 11 " 11 I n 菱玉 グ雪量か 友口 j繭 芝、 安 x

11 I 11 // 1/111 ρ 顛 口口口 口 口 汝×宗 正徐 方~ x x × 
11 I 11 11 1" 11 H 章 口口口 口口 × x x x x 貴

口口 口 1/ 11 グロ 口口口口 文 文

口口 口 11 11 グロ口口口 口 仁

口口 口 // 11 。口口ロロ 口 1又 英

口口 口 11 11 グ孟 口 グ正 市品 × × 

口口 口科乾 H 春 口 グフE 考

口口口任鮮 グイ中口順策 口
口口 口曾成 グ魁 口 11 ~奪 徳

口口 口 グ嘉 元長 口口口 口
口口口口口 口口 口口口 口
口口 口口口 口口 口口口 口
口口 口口口 口口 口口口 口
口口口 口口 口口 口口口 口
口口 口口口 口口 口口 口口
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行字明の系タIJ 西
麿房後

願
宅 大輩不 房 房

1/ 11 11 11 か 11 // 11 11 11 1/ 11 か か 11

11 ij h 11 h h h 11 h 11 /1 1/ /1 1/ 11 

h 11 h 11 H 11 H h h 1/ 1/ /1 11 1/ 11 

11 h 11 H n H H 11 H // 11 11 11 か 11

H h 1/ n H 11 h 11 H /1 /1 11 /1 // /1 

n h n H H 11 h H H /1 1/ 女 1/ 11 11 

11 " 11 11 内 /1 11 明 主要 11 11 景成 官余 ρ

。。 ρ 関群 M 震勝本 "怒 仁 策 賢 グ

。11 11 泰 f中件 種良 × 。櫨 x i隼 稿 H

11 11 頓 字 × 華 × 盛 口口 x x ノf

グ H 叔× × 牙: 口口 ノノ

(重~ ) 11 11 ~ 淑 口口 11 

口口口 X 口口 11 

口口口 口口 口
(慶 定)口口 口 口口 口

(曾卒溢)口口口 口口 口
(洪 i克 天 補南高 長 守)卓 i享茂 信朝 口

延口乾 貴惑 口
口口溶 策森 口
口口哲 口欽 口
口口 文 口魁 口
口口口 口口 口
口口口 口口 口
口口口 口口 口
口口口 口口 ロ
口口 口 口口 口
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*
印
は
奮
輩
行
字
、
序
の
表
参
照
。

口
は
族
譜
に
輩
行
字
記
載
な
き
も
の
。

×
印
は
以
下
の
輩
行
字
系
列
が
絶
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
。

さ
て
、
こ
の
表
か
ら
見
る
限
り
、
こ
の
一
族
は
早
く
か
ら
輩
行
字
を
分
岐
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
を
統
一
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
殆
ん
ど
示
し

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
近
代
ま
で
子
孫
が
績
い
て
い
る
十

一
房
の
う
ち
、
前
顧
・
東
河
・
額
四
・
額
五
・
後
唐

・
西
宅
の
六
房
が
第
口
J

明
(
記
載
な
し
)
で
あ
る
が
、

包
世
の
輩
行
字
を
俸
え
る
が
、
輩
行
字
系
列
相
互
の
関
連
も
認
め
ら
れ
ず
、
統
一
の
方
向
に
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
他
の
五
房
は
輩
行
字
不

お
そ
ら
く
各
房
濁
立
の
分
裂
欣
況
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

第
辺
世
以
下
は
、
右
の
六
房
を
含
め
て
す
べ
て
の
房

お
そ
ら
く
パ
ラ
ノ
¥
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
と
見
る
。
族
譜
の
編
纂
者
が
最
も
調
べ
易
い
近
時
の
世

に
亙
り
、
全
く
輩
行
字
を
示
さ
な
い
が
、

代
に
つ
い
て
全
く
輩
行
字
を
記
さ
な
い
の
は
、
筆
行
字
の
組
織
上
の
意
義
を
重
視
し
て
い
な
い
誼
嬢
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
分
裂
が
ひ
ど

し
か
ら
ば
、
陳
氏
の
場
合
、
何
に
よ

っ
て

一
族
の
統
合
意
識
を
培
養
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
我
々
は
や
は
り
祭
杷
及
び
演
劇
の
重
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か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

要
性
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
こ
の
一
族
で
は
、
右
の
十
一
房
支
の
う
ち
、
東
河
・
額
二
・
願
四
・
額
五
・
後
唐
・
西
宅
の
六
房
が
宗

洞
祭
杷
の
組
織
を
結
成
し
、
こ
の
祭
杷
組
織
が
宗
族
の
統
合
の
中
心
と
し
て
機
能
し
て
い
た
(
こ
の
う
ち
願
二
房
を
除
く
五
房
は
比
較
的
、
輩
行
字

こ
の
六
房
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
)
。

の
記
載
が
備
わ
っ
て
お
り
、
族
譜
の
編
成
自
障
、

そ
の
祭
紀
の
扶
況
は
「
六
房
年
規
祭
杷
」

(向
上

家
譜
巻
一ニ)
に
詳
し
い
が
、
そ
こ
で
は
演
劇
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、

そ
の
朕
況
を
検
討
し
て
み
る
。

先
ず
、
元
宵
祭
紀
と
そ
の
演
劇
に
つ
い
て
の
規
定
を
見
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

あ

も

六
房
は
次
を
侯
ち
て
輸
〔
番
〕
に
て
年
規
〔
の
祭
紀
〕
に
値
た
る
。
如
し
額
二
房
、
新
正
に
て
戯
を
演
ず
る
の
日
の
上
午
に
於
い
て
紳

牌
を
迭
ら
ば
、
則
ち
東
河
房
、
是
の
日
に
お
い
て
皐
櫓
の
駁
船
二
隻
を
備
う
務
し
。
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一
船
に
は
吹
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・
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手
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燭
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・
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・
水
果
等
を
備
え
、
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以
っ
て
廟
内
に
て
神
を
敬
す
る
に
便
な
ら
し
め
よ
。

一
船
に
は
、
太
尉
と
土
地
紳
の
鵡

・
商
品
与
を
設
け
、

船
内
に
は
精
披

・
椅
塾

・
五

〔司
〕
事
の
香
案
・
圏
傘

・
蓮
茶

・
果
盆
を
用
い

よ
房
内
の
司
事
は
、
衣
冠
を
粛
整
し
、
障
い
て
漬
浦
の
杜
廟
に
往
き
、
額
二
房
の
同
日
に
廟
に
迭
到
し
た
る
紳
牌
一
座
を
迎
接
し
、

r一一、
~ 

空K

廟
内
〕
本
房
の
香
火
堂
上
に
安
頓
せ
よ
。

是
の
年
の
下
多
に
て
先
き
に
公
産
の
一
宇
の
租
〔
租
〕
額
を
牧
め
、
後
に
除
タ
に
至
ら
ば
、

家
廟
内
に
お
い
て
糞
飯
三
席
を
倣
り
、

錠

や

三
千
を
焚
き
、
大
門
燈

一
童
・
門
紳
鵡

一
副
を
備
え
よ
。

元
旦
に
至
ら
ば
、
恭
し
み
て
香
燭
を
〔
家
廟
の
〕
一
一
一
堂
(
内
陣
が
三
つ
に
区
切
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
)
に
貼
ぜ
よ
。

る
)
と
落
燈
(
燈
を
消
す
〉
の
日
に
は
、
各
々
糞
飯
三
席
を
倣
り
、
錠
を
焚
く
こ
と
毎
席
五
百
文
に
限
定
す
。

上
燈

(
燈
を
始
め
て
つ
け

元
有
の
内
に
て
班
を
訂
し
戯
を
演
ず
る
こ
と
、

日
夜
雨
蓋
と
す
。

日
に
は
太
尉
と
土
地
を
敬
し

夜
に
は
各
房
の
五
聖
を
敬
す
。
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牲
・
一
幅
物

・
酒
飯

・
筏
童

・
水
果
・

香
燭

・
紙
賓
・
火
燭
・
素
食
・
万
瞳
血
等
は
、
倶
に
全
堂
に
用
う
。

是
れ
を
「
-
新
年
戯
」
と
調
う
。
神
牌
を
祉
廟
に
迭
る
も
均
し
く
先
年
に
牌
を
接
す
る
の
款
式
に
照
ら
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
前
年
の
嘗
番
を
果
し
た
房
が
前
年
来
、
保
管
し
て
レ
た
村
内
各
虚
の
土
地
神
群
の
神
名
を
列
記
し
た
神
牌
を
、

社
廟
(
漬

浦
廟
)
に
迭
り
込
む
。
本
年
の
嘗
番
を
務
め
る
房
は
、

の
鵡
(
紙
に
一柳
名
を
書
い
た
紳
位
か
)
及
び
祭
品
を
、
用
意
し
た
二
隻
の
船
に
の
せ
て
祉
廟
に
運
び
、
そ
こ
で
祭
杷
を
行
な
っ
た
の
ち
太
尉

・
土
地

漬
浦
廟
の
主
神
た
る
太
尉
全
一世
租
安
賓
が
紳
と
な
っ
た
も
の
)
と
そ
の
陪
神
た
る
土
地
神

の
鵡
と
、
神
牌
だ
け
を
家
廟
に
持
ち
蹄
り
、
家
廟
内
の
自
房
祖
先
の
紳
禽
に
奉
迎
す
る
。
正
月
十
三
日
噴
の
上
燈
日
か
ら
黙
燈
し
て
連
日
奉
杷

(

4

)

 

し
、
十
七
日
頃
の
落
燈
日
ま
で
績
け
る
。
正
月
十
五
日
の
元
信
円
の
日
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
こ
の
日
は
童
と
夜
の
二
回
に
わ
た
り
、

家
廟
で

演
劇
を
奉
献
す
る
。
童
は
太
尉
、
そ
の
配
紳
た
る
土
地
神
及
び
紳
牌
上
の
村
紳
群
に
奉
献
し
、
夜
は
家
廟
堂
上
の
組
先
霊
位
に
奉
献
す
る
。
前

者
は
陽
神
、
後
者
は
陰
霊
と
い
う
関
係
で
、
日
と
夜
を
配
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
陰
霊
の
た
め
に
紙
銭
を
焚
く
と
共
に
太
尉
・
土
地
の
陽



紳
の
賜
一
帽
を
祈
っ
て
爆
竹
を
多
く
放
燃
し
て
い
る
。

こ
れ
は
外
紳
(
土
地
神
)
と
内
神
(
祖
先
紳
)
の
墾
方
を
同
時
に
祈
る
元
管
祭
杷
濁
特
の
形

を
示
し
て
い
る
。

次
に
清
明
墳
祭
の
祭
記
規
定
を
見
る
。
失
の
通
り
で
あ
る
。

是
の
年
の
清
明
、
躍
に
家
廟
内
に
於
い
て
班
を
訂
し
て
戯
を
演
。
す
ベ
し
。
日
夜
、
雨
蓋
と
す
。
日
に
は
全
堂
の
衆
紳
を
敬
し
、
三
牲
・

一
幅
物
を
用
い
、

一
席
に
紙
賓
十
二
副
・
火
焔
十
枚
を
焚
く
。
夜
に
は
歴
租
を
敬
す
。
八
輩
二
素
を
用
う
。
三
堂
各
一
席
と
し
、

錠
を
焚
く

こ
と
四
千
と
す
。
三
堂
は
各
々
一
千
を
焚
き
、
其
の
除
の

一
千
は
起
彬
房
〔
家
廟
内
〕
に
於
い
て
焚
き
、
柳
さ
か
善
後
を
矯
す
。

あ
づ

一
種
に
祭
に
輿
か
り
で
曾
飲
せ
よ
。

凡
そ
族
内
の
奉
〔
人
〕
・
監
〔
生
〕
・
生
員
及
び
六
十
に
登
れ
る
者
は
、

是
れ
を
「
清
明
厳
の
衣
冠
禽
」
と
謂
う
。

然
れ
ど
も
亦
た
日
期
に
拘
ら
ず
、
総
べ
て
清
明
の
前
を
以
っ
て
準
と
帰
す
。

こ
の
清
明
の
演
劇
も
家
廟
に
土
地
紳
群
の
神
位
を
奉
迎
し
て
演
じ
た
に
相
違
な
い
。
墳
祭
で
あ
る
た
め
紙
銭
を
多
く
焚
い
て
い
る
が
、
特
に

次
に
十
月
の
祖
先
祭
記
(
洞
祭
〉
に
お
い
て
も
家
廟
で
演
劇
を
奉
献
し
、

」
れ
を
「
花
蓋
戯
」
と
呼
ん
で
い
る
。
篠
規
は
次
の
如
く
記
す
。
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起
彬
房
で
焚
く
の
は
後
嗣
を
歓
い
た
租
先
霊
位
を
附
薦
と
し
て
杷
る
た
め
と
見
ら
れ
る
。

是
の
年
、
期
を
十
月
朔
に
定
め
、
班
を
訂
し
、
採
蓋
に
て
戯
を
演
ず
。
日
夜
、
雨
蓋
と
す
。
日
に
は
衆
紳
を
敬
し
、
全
堂
の
神
橋

・
紙

賓
・
一
二
牲
・
植
物
の
一
席
を
用
う
。
火
畑
は
十
枚
と
す
。

C
と

夜
に
は
歴
租
を
敬
し
、
八
章
二
素
の
三
席
を
用
う
。
堂
毎
に
一
席
を
設
く
。
毎
席
、
錠
一
千
・
火
焔
十
枚
を
焚
く
。

中
堂
に
は
須
ら
く
大
い
に
席
面
を
擁
し
、
燈
を
懸
け
綜
を
布
く
べ
し
。
箸
燈
八
韮
と
す
。

す
。
内
の
三
堂
は
、
大
四
柱
燈
各
四
童
・
主
燈
各
一
童
と
す
。
商
席
に
は
葺
燈
各
四
韮
と
す
。

採
直
一
一
塊
、

前
廊
は
、

小
四
柱
燈
八
韮
と

箸
燈
八
童
・
燈
劃
一
副
・
線
中毒
字

一
箇
・
緑
匿
大
小
四
塊
を
用
う
。

劃
の
綜
鳳
の
整
つ
な
が
ら
飛
ぶ
を
成
る
。
雨
漫
の
照
屋
に
は
各
々
紅
紗
燈
各
雨
童
を
懸
く
。

是
れ
を
「
十
月
朝
の
花
蓋
戯
」
と
謂
う
。

繰
蓋
の
上
に
至
り
で
は
、

準
出
(
入
退
場
)
の
綜
門
に
は
〔
一
〕

647 
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こ
の
十
月
朔
の
粗
先
祭
杷
は
新
東
地
方
に
盛
ん
な
も
の
で
、

冬
至
節
の
祖
先
祭
杷
の
系
統
に
入
る
多
祭
で
あ
る
。
主
と
し
て
宗
洞
の
粗
先
霊

位
に
演
劇
を
献
げ
て
い
る
が
、
土
地
神
等
の
陽
紳
群
に
も
日
中
に
演
劇
を
奉
献
し
て
い
る
。
花
蓋
は
非
常
に
涯
手
な
も
の
で
、
こ
の
祭
杷
演
劇

が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
こ

の
陳
氏

一
族
で
は
、
元
熔
円
・
清
明
・
多
祭
の
年
三
回
の
組
先
祭
砲
に
い
ず
れ
も
章
夜
二
回
の
演
劇
を
上
演
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
議
行
字
の
分
裂
を
統
合
で
き
ず
、

や
L
も
す
れ
ば
擁
散
し
が
ち
な
こ
の
一
族
と
し
て
は
、
六
房
の
輪
番
に
よ
る
租
先
祭
杷
と
そ
の

演
劇
が
宗
族
組
織
を
維
持
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

五

宗
洞
演
劇
の
劇
固
と
演
目
の
特
質

以
上
、
新
山
懸
城
附
郭
の
地
に
宋
代
以
来
、
定
着
し
て
き
た
四
つ
の
有
力
宗
族
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
宗
洞
に
お
け
る
記
租
演
劇
が
宗
族
組

織
の
機
大
、
分
一
阪
の
統
合
の
上
で
重
要
な
機
能
を
果
し
て
い
た
こ
と
を
概
観
し
た
。
し
か
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
宗
澗
の
演
劇
に
お
い
て
は
、

し
カ
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な
る
種
類
の
劇
固
に
よ
っ
て
い
か
な
る
種
類
の
演
劇
が
演
ぜ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
新
東
全
鐙
の
地
方
演
劇
の
紋
況
を
視
野
に
入

れ
て
検
討
す
べ
き
問
題
で
、
紙
幅
既
に
壷
き
た
本
稿
で
は
突
っ
込
ん
だ
分
析
は
で
き
な
い
が
、

一
慮
、
三
つ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
お
く
。

先
ず
第
一
の
特
徴
と
し
て
は
、

宗
洞
演
劇
に
招
か
れ
る
劇
圏
は
、

地
域
内
の
上
級
一
流
の
戯
班
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
黙
を
指
摘
し
た

ぃ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

さ
き
に
あ
げ
た
単
氏
の
墳
祭
の
場
合
に

「
上
等
の
名
班
を
揮
び
:
:
:」

と
あ
り
、

ま
た
曹
氏
の
墳
祭
の
場
合
に
も

「
例
と
し
て
名
班
を
定
め
:
:
:
」
と
あ
る
貼
か
ら
み
て
、
容
易
に
看
取
し
得
る
。
こ
の
地
域
の
劇
圏
に
「
上
等
班
」

・
「
名
班
」
と
、
中
級
班
、

下
級
班
の
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
末
、
張
岱
の
『
陶
庵
夢
憶
』

〈
巌
助
廟
〉
の
僚
の
次
の
記
事
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

(
元
宵
十
五
日
:
:
:
)
夜
、
廟
に
在
り
て
劇
を
演
ず
。
梨
園
は
必
ず
越
中
の
「
上
三
班
」
或
は
武
林
よ
り
雇
え
る
者
を
情
う
。
纏
頭
は

日
に
激
高
銭
な
り
。

こ
こ
で
は
明
ら
か
に
「
越
」
即
ち
新
東
に
上
等
三
班

・
中
等
三
班

・
下
等
三
班
の
ラ
ン
ク
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
越
中



の
上
三
班
は
、
新
西
の
杭
州
班
と
封
比
さ
れ
て
い
る
文
脈
か
ら
み
て
、

紹
興
府
の
戯
班
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
東
の
各
地
で
紹
興
班
を

「
名
班
」
と
見
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
清
末
の
紹
興
府
新
昌
販
の
場
合
に
城
陸
廟
で
の
演
劇
に
繕
紳
屠
が
地
元
の
劇
圏
を
避
け
て

遠
方
か
ら
紹
輿
府
の
「
名
班
」
を
招
い
て
レ
た
と
い
う
事
寅
か
ら
も
推
定
し
得
る
。
光
緒
十
七
年
の
新
昌
豚
知
豚
桑
如
正
の
「
重
修
域
陸
廟
碑

記
」

(
民
園
八
年
印
『
新
畠
田
雲
仙
』
巻
五
)
の
次
の
記
事
が
こ
れ
で
あ
る
。

(
廟
の
祭
杷
は
)
城
〔
内
〕
を
六
畳
に
分
け
、
六
畳
の
紳
士
、
輪
年
に
て
管
値
し
、
週
り
て
復
た
始
む
:
:
:
毎
年
の
饗
紳
に
は
必
ず
紹

と

も

す

く

郡
の
名
班
を
訂
せ
る
も
、
戯
値
昂
貴
し
、
夫
の
往
還
接
迭
の
程
費
と
輿
に
耗
費
鮮
な
か
ら
ず
。
議
し
て
大
東
壁
よ
り
始
め
、
蝶
班
を
用
う

(
5〉

幌
班
と
は
郷
接
の
幌
懸
の
土
腔
(
的
篤
戯
:
の
ち
の
越
劇
)
を
指
す
。

る
に
改
む
。

こ
れ
に
劃
し
て
紹
興
班
は
「
名
班
」
と
し
て
隼
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
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(
6〉

と
こ
ろ
で
、
こ
の
紹
興
府
の
名
班
と
は
、
具
鐙
的
に
は
こ
の
地
匿
に
明
初
以
来
、
北
方
か
ら
流
寓
し
定
着
し
た
「
堕
民
」
俳
優
を
指
す
。
彼

(

7

)

 

ら
は
北
方
系
の
凱
弾
劇
を
俸
承
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
一
部
は
「
文
凱
談
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
一
音
繁
は
北
方
系
で
、
演
唱
は
北
方
正

官
話
(
北
方
正
一音
)
に
逼
じ
て
い
た
繕
紳
層
は
、
こ
れ
を
中
原
文
化
の

漸
東
の
郷
民
に
は
理
解
し
に
く
か

っ
た
が
、

一音に
よ
っ
て
い
た
か
ら
、

正
統
を
俸
え
る
も
の
と
し
て
隼
重
し
た
の
で
あ
る
。
宗
洞
演
劇
に
登
場
す
る
「
名
班
」

と
は
、
こ
の
よ
う
な
梧
紳
好
み
の
北
方
正
王国
劇
圏
で
あ

り
、
方
言
土
腔
の
本
地
系
下
級
班
は
一
切
排
除
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
宗
洞
で
演
ぜ
ら
れ
た
演
劇
は
、
士
ロ
慶
劇
な
ど
の
儀
践
的
な
演
目
を
主
と
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
宗
洞

し
て
北
方
正
一音の

で
重
用
さ
れ
た
紹
興
班
の
堕
民
俳
優
は
、
噴
耐
の
吹
唱
と
鍵
鼓
の
打
奏
に
よ
る
「
吹
唱
」
を
得
一
意
と
し
、
宗
洞
で
は
こ
の
「
吹
唱
」
を
背
景
と

「
凱
弾
」
を
演
じ
た
ら
し
い
。

例
え
ば
、

上
述
の
四
つ
の
宗
族
に
郷
接
し
て
粛
山
懸
東
境
附
郭
に
居
を
占
め
る
史
氏

一
族

(
地
図
)
で
は
、
嘉
慶
二
十
四
年
の
「
祭
規
」

(
光
絡
十
八
年
『
粛
山
史
氏
績
修
宗
譜
』
巻
二
O
)
に
お
い
て
、

衣
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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正
月
十
四
日
、
宗
洞
に
て
「
吹
唱
」
六
名
、
戯
を
唱
う
こ
と
一
夜
と
す
。
並
び
に
「
吹
唱
」
に
黙
心
を
給
す
。
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「
鼓
築
」
六
名
を
用
い
、
向
に
お
い
て
戯
を
唱
せ
し
む
。

こ
こ
で
「
吹
唱
」

・
「鼓
築
」
は
堕
民
を
指
す
が
、
僅
か
六
名
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
粉
墨
登
場
で
は
な
く
、
卒
服
に
よ
る
清
唱
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
簡
単
な
土
口
慶
演
目
を
中
心
と
し
て
い
た
ら
し
く
、
例
え
ば
同
じ
く
粛
山
懸
城
東
方
、
銭
清
鎮
の
東
、
新
田
に
居
を
占
め

る
施
氏
一
族

(
地
図
)
の
〈
祭
儀
〉
(
光
緒
二
十
六
年
刊

『新
団
施
氏
宗
譜
』
第
二
本
)
に
は、

'--

の

「
吹
唱
」

の
演
目
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

正
月
十
五
夜
、

す
。

儀
注
内
の
奏
繁
は
、
乃
ち
是
れ
古
穫
の
惰
生
の
歌
舞
繁
一章
な
り
。
今
、
築
工
に
命
じ
て
一
幅
様
誇
喜
の
劇
を
撮
奉
し、

吹
唱
に
て
こ
れ
に

た

の

し

の

代
え
し
め
、
以
っ
て
我
が
歴
租
を
街
ま
し
む
る
の
意
を
申
ぶ。

こ
こ
で
は
明
ら
か
に
コ
帽
緑
誇
喜
」
の
演
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。
築
工
、
即
ち
堕
民
の
演
唱
す
る
士
口
慶
戯
で
あ
る
か
ら
北
方
凱
弾
系
を
主
と

す
る
演
出
で
あ
っ
た
が
、
清
末
の
堕
民
は
南
方
の
雅
曲
「
毘
曲
」
に
も
習
熟
し
て
い
た
か
ら
、
毘
曲
系
の
吉
慶
戯
を
も
併
演
し
た
可
能
性
が
強

〈

8
〉次

に
、

第
三
の
特
徴
と
し
て
、

宗
洞
で
は
華
美
な
風
情
劇
や
武
劇
な
ど
を
避
け
て
忠
孝
節
義
を
鼓
吹
す
る
保
守
的
な
家
庭
劇
(
文
戯
)
を
奨
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勘
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
黙
を
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば、

さ
き
に
あ
げ
た
新
田
施
氏
の

〈
祭
儀
〉

で
は
、

さ
き
に
引
用
し
た

部
分
に
鋪
明
い
て
次
の
よ
う
な
規
定
を
記
し
て
い
る
。

か夫
の
春
秋
、
燈
節
の
演
戯
の
若
き
は
、

浮
際
に
し
て
賓
を
失
な
い
、

且
つ
擾
壌
た
る
を
兎
れ
ず
。

「
誠
敬
の
道
」
、
並
び
に
此
に
繋
ら

ず
。
嗣
後
、
族
に
喜
慶
の
大
事
あ
ら
ば
、
本
家
、
或
は
公
堂
に
て
優
鰭
を
聴
せ
ば
、
則
ち
可
な
り
。
開
常
に
徐
羨
あ
る
に
因
り
て
、

意
に

率
せ
て
供
戯
す
る
を
得
ず
。

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
宗
族
と
し
て
は
、
春
秋
二
季
洞
祭
や
元
宵
燈
簡
に
お
い
て
宗
洞
で
行
な
わ
れ
る
演
劇
が

「
浮
麻
酔に
し
て
寅
を
失
な

う
一
こ
と
を
警
戒
し
、
財
政
の
齢
裕
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、

「意
に
率
せ
て
供
戯
(
浮
華
な
演
劇
)
を
行
な

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
か
ら
し
て
、
宗
洞
で
は
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
、
忠
孝
節
義
の
保
守
的
演
目
が
歓
迎
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
粛



山
懸
の
郊
懸
諸
畳
間
籾
の
場
合
、
宣
統
三
年
刊
『
諸
壁
鯨
志
』
巷
一
七

〈
風
俗
〉
の
僚
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

社
日
、
大
家
の
宗
洞
は
必
ず
組
を
祭
る
。
祭
り
畢
ら
ば
、
則
ち
宴
す
。
歯
に
わ庁
ぎ
て
坐
を
列
ら
ね
、

賞
顛
と
難
も
杖
者
に
先
ん
ぜ
ず。

澗
廟
の
位
戯
は
、
多
く
『
琵
琶
記
』
を
演
ず
。
陸
湯
の
詩
に

「
村
に
沿
い
て
ん

γ

禁
中
郎
。
を
唱
う
を
聴
く
」
と
あ
り
。
蓋
し
宋
の
時
よ
り

己
に
然
り
し
な
ら
ん
。

こ
こ
で
は
、
社
日
即
ち
春
秋
二
祭
に
宗
洞
で
祖
先
を
祭
り
、
父
老
を
集
め
て
宴
飲
し
、
併
せ
て
宗
洞
や
祉
廟
に
演
劇
を
献
ず
る
風
俗
を
記
し

て
い
る
が
、
そ
の
演
目
と
し
て
『
琵
琶
記
』
が
多
い
こ
と
を
特
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
を
宋
代
以
来
の
停
統
と
言
っ

て
い
る
が
、
『
琵
琶
記
』
は

越
五
娘
の
苦
簡
の
物
語
で
あ
り
、
宗
族
秩
序
を
支
え
る
主
婦
の
犠
牲
的
献
身
を
た
た
え
、
族
内
の
婦
女
に
婦
徳
を
奨
勘
す
る
意
味
を
も
っ
て
い

た
。
こ
の
他
に
も
同
類
の
節
婦
讃
美
劇
と
し
て
、

『
刑
鍍
記
』
・

『白
菟
記
』
・
『
奔
月
亭
記
』

・『
殺
狗
記
』
な
ど
、

る
一
連
の
作
品
群
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
宗
澗
の
演
劇
と
し
て
傘
重
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

。
四
大
俸
奇
。
と
逼
稿
さ
れ

時

先
ず
、

は
、
前
述
の
新
田
施
氏
の
北
方
に
居
を
占
め
る
長
巷
沈
氏
(
地
圃
参
照
〉
の
乾
隆
六
年
の
〈
宗
約
〉

以
上、

宗
洞
演
劇
の
特
徴
を
述
べ
た
が
、
こ
の
種
の
保
守
的
演
目
を
演
ず
る
「
名
班
」
を
雇
う
に
必
要
な
戯
債
と
、
宗
族
と
し
て
こ
れ
を
常

清
代
の
粛
山
鯨
域
近
傍
の
戯
債
を
俸
え
る
資
料
と
し
て

負
擁
す
る
た
め
に
備
え
た
祭
田
(
戯
田
)

に
つ
い
て
附
言
し
て
お
く
。
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(
道
光
二
十

一年
刊
『
粛
山
長
巷
沈
氏
績
修
宗

譜
』
巻
三
四
)
の
次
の
記
事
が
参
考
と
な
る
。

議
す
る
に
、
蔵
山
に
て
毎
年
領
す
る
所
の
折
酒
の
銭
文
は
、

春
秋
二
祭
に
て
共
に
銭
十
三
千
五
百
文
を
領
し
、
掲
え
鯖
り
て
戯
を
演

ず
。
惟
だ
議
山
の
洞
は
〔
近
ご
ろ
〕
、
租
銭
三
千
五
百
〔
文
〕
の
費
を
加
え
た
れ
ば
、
領
せ
る
所
の
折
酒
鎮
の
内
を
絡
ち
て
拍
除
す
ベ
し。

除
剰
の
銭
十
千
文
は
、
値
年
の
家
に
て
存
し
、
秋
祭
の
日
に
於
い
て
宗
洞
の
前
に
て
戯
雨
蓋
を
演
じ
、
宗
正
の
事
に
蹄
せ
ず
。
或
は
戯
班

や

や

あ

ま

ね

な

お

ざ

り

略
好
く
、
戯
銭
敷
か
ら
ず
し
て
値
年
の
家
に
て
理
値
し
得
.
さ
れ
ば
、
洞
内
に
向
か
い
て
公
項
を
開
鋪
せ
よ
。
亦
た
柳
且
に
責
を
塞
ぐ
を
得

ず
。
戯
債
、
十
千
の
数
に
満
た
ざ
れ
ば
、
議
し
て
罰
す
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
一
族
で
は
毎
年
、

紹
興
府
城
内
の
蔵
山
か
ら
酒
席
費
(
折
酒
銭
)
の
分
配
を
受
け
、

こ
れ
を
持
ち
購

っ
て
秋
祭
の
日



652 

に
宗
桐
で
童
夜
二
回
の
演
劇
を
奉
じ
て

い
た
が
、

必
ず
戯
慣
十
千
文
以
上
の
「
名
班
」
を
雇
う
べ
き
も
の
と
し
、
こ
れ
以
下
の
戯
班
(
中
下
流
)

を
雇
っ
た
場
合
に
は
値
年
を
罰
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
長
巷
沈
氏
に
郷
接
す
る
大
義
村
在
氏
(
地
図
参
照
〉
の
在
輝
組
が
記
し
た

(
9
)
 

米
債
は
斗
ご
と
に
九
十
或
は
百
文
な
り
き
」
と
あ
り
(
米
一
石
蛍
り
で
は
九
O

乾
隆
五
J
七
年
の
米
債
は
一
石
嘗
り
一

J
一
・
二
五
雨
で
あ
る
か
ら
、
嘗

『
病
楊
夢

痕
録
』
に
よ
る
と
え
自
分
の
)
十
除
歳
の
時
(
乾
隆
五
J
七
年
)、

O
文
か
ら
一
千
文
と
な
る
)
、
前
掲
第
四
表
の
来
氏
の
曾
計
簿
で
は
、

時
の
銭
十
千
文
は
米
一

O
J
一
一
石
、
銀

一
O
J
一
二

・
五
雨
に
嘗
る
(
銭
一
千
文
は
銀
七
銭
二
厘
J

一雨〉
。

従
っ

て
、
宗
族
と
し
て
は
演
劇
費

と
し
て
、
米
十
石
以
上
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
寅
際
に
は
、
前
述
の
西
河
箪
氏
の
祭
田
は
戯
費
の
四
割
を
負
推
す
る
老
墳
曾
だ
け
で
も

年
一
回
の
墳
祭
の
演
劇
費
を
負
捨
し
て
充
分
に
除
裕
を
残
す
財
力
で
あ
る
。
叉
、
唐

こ
れ
で
元
信円

・
清
明

・
多
祭
の
三
回
の
演
劇
を
支
え
る
と
し
て
、

二
0
・
五
四
六
畝
(
租
米
牧
入
二

0
・
六
石
〉

を
擁
す
る
。

里
陳
氏
は
宗
胴
祭
回
二
八

・
一
三
二
畝
(
租
米
牧
入
二
八
・
七
石
)
を
有
し
、

一
慮
、
牧
支
を
つ
ぐ
な
い
得
る
財
力
と
言
え
よ
う
。
ま
た
長
河
来
氏
は
祭
田
約
三

O
O畝
(
租
米
二
二

O
石
)
を
擁
し
、
演
劇
を
倖
な
う
も
の
と

- 64ー

見
ら
れ
る
墳
祭
へ
の
投
下
費
だ
け
で
も
銀
九

O
雨
(
米
四
五
石
相
嘗
)
に
達
す
る
。
二
つ
に
分
け
た
墳
祭
に
そ
れ
ぞ
れ
演
劇
を
行
な

っ
た
と
し

て
、
計
二

O
両
分
を
要
し
た
と
し
て
も
充
分
に
支
え
得
る
財
力
で
あ
る
。

以
上
、
各
宗
族
と
も
名
班
の
選
定
、
演
目
の
統
制
、
祭
田
の
設
定
、
何
れ
も
同
じ
傾
向
を
一
示
す
。
こ
の
酷
か
ら
も
新
東
宗
族
が
こ
の
宗
洞
演

劇
に
組
織
統
制
上
、
重
要
な
位
置
を
輿
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

....._ 
1¥ 

結

一
車
問

元
来
、
宗
族
が
そ
の
居
住
す
る
郷
村
の
演
劇
に
参
加
し
、
こ
れ
を
支
え
る
こ
と
は
通
常
の
郷
村
慣
行
に
属
す
る
こ
と
で
、
ど
の
地
域
に
も
贋

く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
宗
族
の
宗
洞
に
お
け
る
粗
先
祭
杷
に
ま
で
演
劇
が
上
演
さ
れ
る
の
は
江
南
に
特
有
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
傾
向

は
民
園
時
代
に
も
引
き
縫
が
れ
て
い
て
、
例
え
ば
一
九
三

0
年
代
の
新
東
風
俗
を
窺
わ
せ
る
謝
徳
耀
「
紹
興
的
戯
劇
」

(『民
衆
数
育
』
第
五
経
第

四
・
五
期
。

一
九
三
七
〉
の
次
の
記
事
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。



紹
興
の
演
劇
期
聞
は
、

偶
然
に
演
ぜ
ら
れ
る
「
紳
恩
」
に
謝
す
る

「
願
ほ
ど
き
」

の
演
劇
や
神
誕
演
劇
の
外
は
、

大
部
分
、

農
暦
正

月
・
九
月
・
=
一
月
・
六
月
の
四
箇
月
に
集
中
し
て
い
る
。

正
月
は
初
三
日
よ
り
始
ま
る
。
各
郷
村
は
輪
番
で
「
杷
一押
戯
」
を
演
ず
る
。
長
く
て
も
五
・
六
日
、
短
か
く
て
一
日
で
あ
る
。
正
月
に

は
ま
た
「
燈
蓋
戯
」
(
「
等
虜
戯
」
と
も
呼
ぶ
〉
が
あ
り

神
や
租
先
を
杷
る
目
的
の
ほ
か
、

親
戚
朋
友
を
招
待
す
る
目
的
を
も
粂
ね
て
い

る

三
月
の
「
祉
戯
」
と
、
九
月
の
「
花
蓋
戯
」
と
は
、
す
べ
て
租
先
を
杷
る
も
の
で
、
演
劇
の
場
所
は
郷
民
の
宗
洞
で
あ
る
。

六
月
は
「
目
連
戯
」
と
「
大
戯
」
が
多
い
。

の
「
花
蓋
戯
」
も
い
ず
れ
も
宗
洞
で
演
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
正
月
の
「
燈
蓋
戯
」
は
「
勇
を
招
待
し
」
、
租
先
を
杷
る
宗
族
中
心
の
演
劇
で
あ
る
。
ま
た
三
月
の
「
祉
戯
」
、
九
月

「
花
蓋
戯
」
が
宗
洞
の
演
劇
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
陳
氏
の
例
か
ら
明
ら
か
で
あ

E
U
 

G
U
 

る
が
、
本
来
、
郷
村
の
祉
廟
の
演
劇
で
あ
る
筈
の
寸
祉
戯
」
ま
で
が
宗
洞
で
行
な
わ
れ
る
と
い
う
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
祉

戯
の
時
期
に
宗
洞
で
も
杷
租
の
演
劇
が
行
わ
れ
、
宗
洞
演
劇
の
方
が
規
模
が
大
き
く
な
り
主
客
轄
倒
に
至

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
、
漸
東
地
方
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
宗
洞
演
劇
の
盛
行
の
祉
曾
的
背
景
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
と

し
て
は
、
こ
の
地
域
の
地
主
宗
族
が
明
末
清
初
以
来
、
贋
範
な
地
域
に
分
散
す
る
田
土
を
個
別
的
に
購
入
集
積
し
て

E
大
地
主
に
成
長
す
る
過

程
で
、

個
々
に
取
得
し
て
分
散
し
て
い
る
国
土
を
不
在
地
主
と
し
て
維
持
支
配
し
て
行
く
必
要
上
(
特
に
佃
戸
に
針
す
る
牧
租
を
貫
徹
す
る
必
要

上〉、

自
ら
の
宗
族
の
分
涯
の
居
住
地
を
結
ぶ
在
地
擦
黙
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
の
た
め
宗
洞
祭
記
を
披
大
す
る

方
向
に
動
い
て
行
っ
た
と
い
う
事
情
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

大
地
主
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
宗
族
が

E
大
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
個
々
の
所
有
地
の
村
落
レ
ベ
ル
で
影
響
力
が
低
下
し
て
も
地
域
全
鐙
の
レ

ベ
ル
で
は
な
お
在
地
権
力
を
維
持
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
江

南
先
進
地
域
の
大
地
主
は
、
分
散
し
た
回
土
の
集
中
管
理
、
牧
租、

或
は
租
米
の
換
銀
の
使
の
た
め
郷
村
か
ら
城
鎖
に
移
従
し
、

官
兵
に
よ
っ
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て
守
ら
れ
た
城
銀
内
の
植
房
や
租
桟
に
租
米
を
蓄
え
、
ま
た
佃
戸
か
ら
の
牧
租
に
嘗
っ
て
も
府
鯨
の
官
差
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
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て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
園
家
権
力
依
存
の
紋
況
に
な
る
前
に
、

郷
村
各
地
に
散
在
す
る
同
族
分
涯
の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を
強
化
し
、

大
宗
族
の

名
に
お
い
て
在
地
権
力
を
或
る
程
度
、
維
持
し
よ
う
と
努
め
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
所
有
地
が
分
散
し
、

村
落
単
位
で
み
る
と
、
照
田
科
波

の
原
則
で
少
額
の
共
同
種
経
費
(
水
利
・
祈
雨
・
捕
撞
等
費
)
を
牧
め
る
に
す
ぎ
な
い
不
在
地
主
と
し
て
の
局
面
が
ふ
え
て
い
く
状
況
に
お
か
れ

た
大
地
主
層
に
と
っ
て
、

各
地
に
粘
'
在
す
る
同
族
嬢
黙
の
聞
の
つ
な
が
り
を
再
編
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

個
別
村
域
を
超
え
た
庚
い
範
園

(例
え
ば
、
園

・
都
な
ど
〉
で
の
在
地
権
力
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、

輩
行
字
の
統
一
に
よ
る
分
涯
の
統
合
、
宗
洞
祭
杷
の
横
大
、
宗

洞
演
劇
の
導
入
な
ど
も
、

(

日

〉

通
し
て
牧
租
権
の
貫
徹
、
治
安
の
維
持
な
ど
に
嘗
た
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
始
以
果
が
上
ら
ぬ
場
合
に
最
後
の
手
段
と
し
て
白
族
の
科
奉
出

こ
の
た
め
の
努
力
の
一
環
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

園
家
権
力
へ
の
依
存
に
陥
い
る
前
に
、

自
力
で
宗
族
の
力
を

身
者
の
パ
イ
プ
を
逼
し
て
鯨
レ
ベ
ル
、
府
レ
ベ
ル
の
官
僚
勢
力
に
支
援
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
郷
居
地
主
が
城
居
し
得
る
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
在
地
で
の
宗
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
筈
で
、
全
く
在
地
権
力
を
喪
失
し
た
形
で
の
城
居
と
い
う
の
は
あ
り
得
な

の
宗
族
に
最
も
早
く
起
っ
た
が
、
必
ず
し
も
城
居
地
主
の
み
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
凡
そ
市
場
利
盆
を
媒
介
と
し
て
回
土
の
集
積
を
は
か
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か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
南
に
お
け
る
大
地
主
の
こ
の
よ
う
な
宗
族
組
織
の
横
大
再
編
成
の
動
き
は
、

一商
業
地
主
と
し
て
成
長
す
る
城
居
地
主

る
大
地
主
宗
族
に
あ
っ
て
は
普
遍
的
に
起
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
宗
族
組
織
再
編
に
寄
興
す
る
宗
洞
演
劇
は
城
居
地
主
に
次
い
で

鯨
城
附
郭
の
郷
居
地
主
(
本
稿
の
摩
例
は
す
べ
て
こ
の
型
の
も
の
)
に
も
波
及
し
、

更
に
豚
城
以
下
の
市
鎖
及
び
そ
の
周
迭
に
居
住
す
る
郷
居
系
宗

族
に
も
及
ん
で
行
く
。

大
宗
族
へ
の
吸
牧
と
い
う
事
態
が
進
行
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
輩
行
字
の
統
合
、
及
び
こ
れ
を
補
完
す
る
宗
桐
演
劇
は
、
城
居
地
主
を
生
み
出
す
江
南
先
進
地
域
の
宗
族
祉
舎
に
特

逆
に
反
面
、

弱
小
の
郷
居
地
主
宗
族
の
混
落、

有
な
現
象
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
江
南
先
進
地
域
に
お
い
て
、
郷
居
地
主
が
城
居
地
主
へ
上
昇
す
る
に
嘗
た
り
、
そ
の
碍
化
上
昇
へ
の
基
底
を
培
養
す
る
歴
史
的

役
割
を
捻
っ
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
地
域
の
宗
族
の
宗
洞
演
劇
を
位
置
づ
け
得
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
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1

)

田
仲
一
成
『
中
園
の
宗
族
と
演
劇
|
華
南
宗
族
社
舎
に
お
け
る
祭
柁

組
織
・
儀
躍
お
よ
び
演
劇
の
相
関
構
造
|
』

(
東
京
大
皐
出
版
曾
・

一

九
八
五
年
〉
第
四
篇
序
章
八
九
一
ー
ー
九

一
五
頁
。

(

2

)

上
回
信
「
地
域
と
宗
族
|
新
江
省
山
間
部
|
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所

紀
要
』
九
四
・
一
九
八
四
年
)
。

(

3

)

各
房
の
筆
頭
酸
金
者
の
誇
・
輩
行
字
・
生
卒
年
・
身
分
・
酸
金
額
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

大
房
:
大
章
・
第
げ
世
恒
六
・
蔦
暦

ω年
|
康
mm
幻
年
・
厚
生

・
銀

八
爾
。二

房
:
日
彩
・
第
時
世
綬
品
川
・
天
啓
3
年
|
康
照
口
年
・
布
衣
・
銀

二
雨。

(本
房
筆
頭
酸
金
者
康
四
十
六
の
自
隆
鉄
鋼
の
た
め
次
席
を
掲

ぐ)。三
房
:
志
晋ノ

・
第
時
世
園
廿
三
・
首
問
暦
お
年
|
康
照
鈍
年
・
休
賜
養

老
銀
・
銀
一
一
問
。

四
房
:
集
之
・
第
時
世
臆
十
五
・
官
同
暦
必
年
|
康
配
小
包
年
・
進
土
・

銀
十
雨
。

五
房
:
始
魁
・
第
時
世
官
同
品
川
六
・
天
前
回
6
年
|
康
照
'm年
・
布
衣

・

銀
四
雨
。

六
房
:
冠
朝
・
第
百
世
突
二
・
天
智
1
年
|
康
照
日
年
・
郡
厚
生

・

銀
八
一
開
。

(

4

)

李
子
稔
「
郷
村
過
年
措
置
話
」
(
『
寧
波
同
郷
』

一
一
一
九
・
一
九
六
九
年〉

に
「
(
新
年
)
十
三
日
を
上
燈
の
期
と
篤
し
、
復
た
租
像
を
懸
け
、
供
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杷
す
る
こ
と
初
一
よ
り
初
五
日
の
如
く
し
、
直
ち
に
十
八
日
の
落
燈
に

到
り
て
止
む
と
篤
す
」
と
あ
る
。

(
5
〉

張
景
陽

「
蝶
鯨
的
少
的
篤
戯
。
」

(『民
衆
数
育
』
五
|
四
・
五
。

一

九
三
七
年
)
。

(
6
〉
木
山
英
雄
「
湖
東
。
墜
民
。
考
」
(
『社
禽
史
研
究
』
四。

一
九
八
四

年
〉
に
詳
し
い
，。

(

7

)

謝
徳
耀

「紹
興
的
戯
劇
」
(
『
民
衆
数
育
』
五
1

四
・
五
。
一
九
三
七

年
〉
に

「
紹
興
戯
の
名
の
下
に
三
種
の
異
な
っ
た
班
が
含
ま
れ
る

0

0

文
凱
談
。
、
。
閑
散
班
ヘ
及
び
既
に
衰
落
し
た
φ

掠
腔
班
。
で
あ
る
。
」

と
あ
る
。

(

8

)

民
園
二
十
四
年
『
鄭
懸
通
志
』
〈
文
献
志
〉
に
「
昆
班
は
邑
中
の
堕

民
、
こ
れ
を
震
す
」
と
あ
る
。
(
本
資
料
は
木
山
英
雄
氏
提
供
〉

〈
9
〉
中
山
美
緒
「
清
代
前
期
江
南
の
米
債
動
向
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
八
七
|

九
。

一
九
七
八
年
)
表
1

〈
江
南
デ
ル
タ
地
帯
の
米
債
〉
注
@
に
引

用。

(m〉
村
松
一路次

『
近
代
江
南
の
租
横
|
中
園
地
主
制
度
の
研
究
|』

(東

京
大
皐
出
版
曾
・
一
九
七

O
年
〉
六
五
六
頁
以
下
。

(
日
〉
上
掲
上
回
論
文
に
引
く
諸
豊
田
肺
域
内
の
城
居
地
主
宗
族
鍾
氏
の
規
約

す

べ

て

ま

さ

に
「
租
銭
は
園
課
の
資
な
り
。
所
有
の
各
佃
戸
は
、
態
に
租
銭
を
完
す

ベ
し
。
如
し
年
終
に
至
る
も
清
せ
.
さ
れ
ば
、
宮
に
官
果
し
て
究
追
す
」
と

あ
り
、
閣
家
権
力
に
訴
え
る
前
に
宗
族
自
鐙
と
し
て
佃
戸
に
針
す
る
牧

租
の
貸
殺
を
あ
げ
る
よ
う
、
同
族
合
同
(分
波
統
合
)
を
背
景
に
督
勘

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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THE ANDIJAN UPRISING AND ishIn

KOMATSU Hisao

　　　

The Andiian uprising had Qirgiz nomads who had been ｅχposed to

the threat of Russian settlers as its nucleus and was under the leadership

　　

＆
of Ishan Madali who had established his position firmly as ａlocal leader

in the eastern part of Fargana in the 1880-90S. In the uprising the role

played by the local Central Asian variant of Islam was large: this showed

itself clearly in the fanatic gathering on the eve　of the uprising （Ａ.Ｈ.

1316. I. 9). Those participating in the uprising followed the tradition that

had eχisted in the area since the ancient Turks and installed Madali as

khdn, performing the 'Ashflri rites at the same time. These rites, having

their origin in the Central Asian pre-Islamic beliefs, had their distinctive

traits, but the motif of martyrdom occurring in them agrees with the

conception of ｎｈｄｄ-ｓｈｄｈｉｄ　ioundin the text of the pledge taken before

the uprising. The participants probably selected the ‘Ashura season as

the time for the uprising on purpose; Madali's missionary activities were

also related to the ｍａｚｄｒｇｔoups that had an intimate connection with

these rites. To see the Central Asian local variant of Islam (Ishanizm)

as one of the origins of the energy behind the uprising is probably not

mistaken.

ＡSTUDY ON THE FUNCTION OF RITUAL DRAMA

　

IN RECONSTRUCTING FAMILY RELATIONSHIPS

　　

IN EASTERN ZHEJIANG PROVINCE DURING

　　　　　　　　　　

THE QING PERIOD

Tanaka Issei

　　

It is ａ practice quite common in China to use ａ set of characters

known ａＳろぷ＆昭Ｚ£（輩行字）ａＳmarkers of successive generations in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－



a family tree｡

　　

Recently Mr. Makoto Ueda has pointed out ’ａｎimportant fact in that

some noted families in Zhejiang which had branched off, dispersed, and

started to use diverse sets of genealogical markers have, since the mid-

Ming period, shown ａ tendency toward reuniting the branches and app-

lying ａ uniform set of markers｡

　　

This paper aims to trace the courses of diversification and reuni丘cation

of genealogical marker sets in some families located around the walled

city of　Xiao･shan (蕭山:) county during the Qing period, and also to

analyse the relationship between the reunification effort and the develo-

pment of ritual drama performed at ancestral halls. My arguments are

as follows:

　　

（1）ln the case of old｡ families which had settled in Zhejiang since

early Song, it was not easy to reunify the ｅχtremely diversified genealogical

markers.

　

In fact, it was not until after the mid-Qing period that such

efforts were made. Some of these families had met with little success

even after late Qing.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡

　　

（2）lt is to be noted that in these families, theatrical performance had

been introduced into･ the rites･of ancestral worship prior to the efforts

being made to reunify the genealogical markers. It is reasonable to think

that the ritual performance functioned more significantly than the uniform

markers in rebuilding the larger systems of family trees｡

　　

(3) Conceivably the custom of staging plays at ancestral halls was

meant

　

to

　

increase

　

social

　

contact

　

among

　

members

　

of

　

different

　

family

bl‘anches･ preparing for the reunification of genealogical markers.

Ａ STUDY ON THE CHAPTER “ON ＬＵＸＵＲＹ”OF

　　　　　　　　　　　

THE GUANZI

　　　　　　　　　　　　　　　　

Machida Saburo

　　

On the chapter“On ｌｕχｕｒｙ”of the Guanzi there is
the early path-

breaking work done by Guo Moruo郭沫若. Guo Moruo's
views on the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－２－


